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御
前
崎
の
心
得

防
災
特
集
大
規
模
災
害
か
ら
生
き
延
び
る



発生年 地震 震源域

684年 白鳳地震 足摺岬沖～潮岬沖

887年 仁和地震 足摺岬沖～御前崎沖

1096年 永長東海地震 潮岬沖～御前崎沖

1099年 康和南海地震 足摺岬沖～潮岬沖

1361年 正平地震 足摺岬沖～御前崎沖

1498年 明応東海地震 潮岬沖～駿河湾

1605年 慶長地震 足摺岬沖～御前崎沖

1707年 宝永地震 遠州灘沖合～高知県沖合

1854年 安政東海地震 紀伊半島東部～駿河湾

1854年 安政南海地震 紀伊半島沖～四国沖

1944年 昭和東南海地震 紀伊半島東部～駿河湾

1946年 昭和南海地震 紀伊半島南西部～
四国の太平洋沿岸

南海トラフ沿いで発生したM８クラスの地震

参照：『南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）』
　　  地震調査研究推進本部地震調査委員会

大
自
然
の
恵
み
と
脅
威

　
私
た
ち
の
暮
ら
す
御
前
崎
市
は
、
太

平
洋
に
突
き
出
し
、
ま
ち
の
周
囲
を
覆

う
よ
う
に
美
し
い
海
岸
線
が
広
が
っ
て

い
る
。
御
前
崎
港
で
は
毎
日
の
よ
う
に

新
鮮
な
海
産
物
が
水
揚
げ
さ
れ
、
牧
之

原
台
地
か
ら
続
く
丘
陵
地
帯
で
は
、
お

茶
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
海

岸
部
で
は
日
照
時
間
と
温
暖
な
気
候
を

生
か
し
た
イ
チ
ゴ
や
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト

な
ど
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
―
。

　
私
た
ち
は
昔
か
ら
自
然
の
恩
恵
を
受

け
て
生
き
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
時

に
自
然
は
私
た
ち
に
牙
を
剥
き
襲
い
掛

か
り
、人
命
や
財
産
を
脅
か
し
て
き
た
。

近
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
が
日
本

列
島
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。
本
市

で
も
７
月
８
日
、
台
風
４
号
か
ら
変

わ
っ
た
温
帯
低
気
圧
の
影
響
で
、
家
屋

被
害
１
棟
、
土
砂
崩
れ
21
件
な
ど
の
被

害
を
受
け
た
。
９
月
23
日
に
は
、
台
風

15
号
の
通
過
時
に
風
速
約
50
㍍
の
突
風

が
発
生
。
家
屋
被
害
は
23
棟
に
も
及
び

近
隣
住
民
は
恐
怖
に
お
び
え
た
。

高
ま
る
大
地
震
発
生
の
可
能
性

　
自
然
災
害
の
中
で
私
た
ち
が
最
も
警

戒
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
「
地
震
」

と
「
津
波
」
だ
。
平
成
23
年
３
月
11
日

に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

（
東
日
本
大
震
災
）
は
、
国
内
観
測
史

上
最
大
と
な
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
M
）

９・
０
を
観
測
。
巨
大
地
震
は
激
し
い

揺
れ
と
大
津
波
を
引
き
起
こ
し
、
東
日

本
一
帯
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
は
対
岸
の
火
事
で
は

な
い
。
四
国
か
ら
神
奈
川
県
西
部
ま
で

の
太
平
洋
側
の
各
地
方
で
は
、
１
０
０

年
か
ら
１
５
０
年
程
度
の
周
期
で
大
地

震
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
南
海

ト
ラ
フ
と
呼
ば
れ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
が
接

す
る
部
分
で
発
生
し
て
い
る
も
の
で
、

静
岡
県
で
は
、
昔
か
ら
「
東
海
地
震
」

の
危
険
性
が
叫
ば
れ
て
き
た
。

　
東
海
地
震
は
、
駿
河
湾
か
ら
静
岡
県

の
内
陸
部
を
想
定
震
源
域
と
す
る
M
８

ク
ラ
ス
の
地
震
。
気
象
庁
は
「
東
海
地

震
は
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

南
海
ト
ラ
フ
全
域
で
大
規
模
地
震
発
生

の
切
迫
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
30

年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
は
、
平
常
時

で
も
70
～
80
％
に
な
る
」
と
報
告
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
東
海
、
東
南
海
、
南

海
地
震
が
連
動
し
て
発
生
す
る
「
３
連

動
地
震
」
や
よ
り
広
域
な
震
源
域
が
連

動
す
る
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
の

発
生
も
危
惧
し
て
い
る
。

　
人
間
は
自
然
の
力
に
は
か
な
わ
な
い
。

自
然
災
害
の
発
生
を
止
め
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
大
事
な
の
は
自
然
災
害
が
発

生
し
た
時
、
命
を
守
る
た
め
に
ど
う
行

動
す
る
か
だ
。
今
回
の
特
集
で
は
、
迫

り
来
る
そ
の
時
に
備
え
、私
た
ち
が
今
、

何
を
す
べ
き
か
考
え
て
い
く
。

地震体験車で震度７を初体験

想像以上に強い揺れだったのですごく驚きま
した。机の脚をつかんで揺れに耐えることに
必死で、他のことは考えられませんでした。
とにかく怖かったです。

河
か わ ら

原﨑
さ き

 大
は る

翔
と

さん ( 上朝比奈 )

皆
さ
ん
は
今
か
ら
11
年
前
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

日
本
観
測
史
上
最
大
規
模
の
地
震
、
沿
岸
部
の
ま
ち
を
襲
っ
た
大
津
波
、

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
あ
の
悲
惨
な
災
害
を
。

本
市
で
も
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

大
切
な
人
を
失
う
人
が
一
人
で
も
少
な
く
な
る
よ
う
に
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
生
き
延
び
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
人
た
ち
に
読
ん
で
ほ
し
い
―
。

御
前
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防
災
特
集
大
規
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災
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生
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延
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駿河トラフ

南海トラフ

東海
地震

東南海
地震

南海
地震

想
定
さ
れ
る
大
地
震
の
姿

　

静
岡
県
は
平
成
25
年
11
月
、「
静

岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
」
を

公
表
し
た
。
そ
の
内
容
に
は
、
東

海
地
震
の
よ
う
に
発
生
頻
度
が
比

較
的
高
く
、
発
生
す
れ
ば
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
す
地
震・津
波（
レ

ベ
ル
１
）
と
、
東
日
本
大
震
災
の

よ
う
に
発
生
頻
度
は
極
め
て
低
い

が
、
発
生
す
れ
ば
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
す
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・

津
波
（
レ
ベ
ル
２
）
の
被
害
想
定

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

静
岡
県
危
機
管
理
部
の
石
野

好
彦
部
長
は
、「
御
前
崎
市
の
人

的
被
害
が
最
も
大
き
く
な
る
の
が
、

レ
ベ
ル
２
の
地
震
・
津
波
の
ケ
ー

ス
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
夏

の
昼
に
予
知
な
し
で
発
生
し
、
津

波
か
ら
の
早
期
避
難
率
が
低
い
場

合
、
死
者
は
２
１
０
０
人
、
重
傷

者
は
１
２
０
０
人
に
上
り
ま
す
。

地
震
発
生
か
ら
４
分
後
に
は
、
津

波
の
影
響
に
よ
り
潮
位
の
変
動
が

始
ま
り
、
約
20
分
後
に
は
最
大
19

㍍
の
大
津
波
が
襲
来
す
る
と
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
到
達
時
間
は
場

所
に
よ
り
異
な
り
、
想
定
よ
り
早

く
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
地
震

発
生
後
は
で
き
る
限
り
早
く
避
難

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」と
話
す
。

地
震
の
予
知
は
で
き
な
い
!?

　
南
海
ト
ラ
フ
上
で
発
生
す
る
地

震
（
以
下
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
）

の
う
ち
、
東
海
地
震
は
地
震
の
発

生
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ら
れ
て
き
た
。
被
害
を
少
な

く
す
る
た
め
の
安
心
材
料
と
考
え

ら
れ
て
き
た
地
震
予
知
に
対
し
、

石
野
部
長
は
、「
東
海
地
震
は
、
観

測
網
の
充
実
や
科
学
技
術
の
進
展

に
よ
り
、
予
知
で
き
る
も
の
と
し

て
地
震
対
策
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成
25
年
に
内

閣
府
の
検
討
会
は
『
現
時
点
で
地

震
予
知
は
困
難
』
と
発
表
し
、
平

成
29
年
に
は
『
予
知
を
前
提
と
し

た
対
応
を
改
め
る
べ
き
』
と
対
応

見
直
し
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、『
充
実
し
た
観
測
情

報
を
活
か
す
べ
き
』
と
の
意
見
も

あ
り
、
令
和
元
年
５
月
か
ら
『
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
』
が
運

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
も

こ
う
い
っ
た
情
報
が
あ
る
こ
と
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
覚
え
て
お
い

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。

覚
え
て
お
き
た
い
情
報

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
１
つ
目

の
突
発
地
震
を
前
兆
と
し
、
後
発

地
震
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
。

突
発
地
震
に
関
連
し
て
大
規
模
地

震
発
生
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と

判
断
さ
れ
た
時
に
発
表
さ
れ
る
の

が「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」

だ
。情
報
は
次
の
２
種
類
が
あ
る
。

▼
巨
大
地
震
警
戒

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
震
源
域
で

Ｍ
８
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場

合
に
発
表
さ
れ
る
。
震
源
域
の
半

分
程
度
が
割
れ
、
残
る
半
分
で
も

大
地
震
発
生
の
可
能
性
が
高
ま
っ

た
状
態
で
あ
る
。
発
表
さ
れ
た
場

合
に
は
、
次
の
地
震
に
備
え
て
家

庭
内
の
防
災
対
策
や
緊
急
時
の
安

否
確
認
方
法
な
ど
、
日
頃
の
備
え

を
再
確
認
す
る
ほ
か
、
後
発
地
震

の
発
生
時
、
津
波
到
達
ま
で
に
避

難
が
間
に
合
わ
な
い
地
域
の
住
民

は
事
前
に
避
難
す
る
。

▼
巨
大
地
震
注
意

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
震
源
域
で

Ｍ
７
～
８
の
地
震
が
発
生
し
た
場

合
な
ど
に
発
表
さ
れ
る
。
通
常
よ

り
も
大
地
震
発
生
の
可
能
性
が
高

ま
っ
た
状
態
で
あ
る
た
め
、
発
表

さ
れ
た
場
合
は
、
巨
大
地
震
警
戒

と
同
様
に
日
頃
の
備
え
を
再
確
認

す
る
。

犠
牲
者
を
減
ら
す
た
め
に

　

静
岡
県
で
は
、「
地
震
と
津
波

で
想
定
さ
れ
る
犠
牲
者
を
８
割
減

少
さ
せ
る
」
た
め
、
市
町
と
一
緒

に
対
策
を
進
め
て
い
る
。
石
野
部

長
は
「
県
や
市
が
対
策
を
講
じ
る

だ
け
で
は
被
害
や
犠
牲
者
は
減
り

ま
せ
ん
。
自
分
や
家
族
の
身
を
守

る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
個
人
や

家
庭
、
地
域
で
対
策
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
も
あ
り
ま
す
」
と
防
災

力
向
上
を
訴
え
る
。

迫
り
来
る
地
震

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
上
の
地
震
。

そ
の
被
害
は
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
。
知
っ
て
お
く
べ
き
情
報
は
あ
る
の
か
。

静
岡
県
危
機
管
理
部
石
野
好
彦
部
長
に
話
を
聞
く
。

市の被害想定（静岡県第４次地震被害想定H25.11）

（人）

項目 区分
予知なし 予知あり

冬・深夜 夏・昼 冬・夕 冬・深夜 夏・昼 冬・夕

死
傷
者

早期避
難率高
＋呼び
掛け有

死者 800 1,000 800 200 300 200

重傷者 600 1,200 700 200 300 200

軽傷者 1,100 1,500 1,000 300 400 300

早期避
難率低

死者 1,300 2,100 1,600

重傷者 700 1,200 700

軽傷者 1,200 1,500 1,100

人的被害

（棟）

項目 区分
予知なし

予知あり
冬・深夜 夏・昼 冬・夕

建物被害
全壊・焼失 6,900 6,900 7,100 6,800

半壊 3,700 3,700 3,700 3,700

建物被害

想定　　南海トラフ巨大地震 東側ケース
規模　　マグニチュード（Ｍ）９．０
震度　　震度７
津波高　12 ～ 19 ｍ

最高津波水位 影響開始時間 最大津波到達時間

御前崎市 19 ｍ ４分後 20 分後

津波の水位・影響開始時間

絶
対
不
可
避
な
大
地
震
は
、
ど
の
程
度
の
被
害
を
も
た
ら
す
の
か

静岡県危機管理部静岡県危機管理部

石石
いしいし

野野
のの

  好好
よしよし

彦彦
ひこひこ

部長部長

レベル１
東海地震
東海・東南海地震
東海・東南海・南海地震

Ｍ8．0～8．7程度の規模で、100年から
150年の間隔で発生する地震・津波

レベル２ 南海トラフ巨大地震
Ｍ9．0程度の規模で、千年から数千年に
一度、発生するかどうかの最大クラスの
地震・津波

想定される各レベルの特徴
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南海トラフ地震臨時情報

調査終了
通常の生活を送る。 
ただし、大規模地震が起きる
可能性がなくなったわけでは
ないことに留意

◉
地
震
か
ら
身
を
守
る
－
地
震
の
揺
れ
、
想
定
津
波
高
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

震度７
自分の意思で行動できなくなる。

大きな地割れや地すべり、 
山崩れが発生する。

震度６強
這
は

わないと動くことができない。
重い家具のほとんどが倒れ、 

戸が外れて飛ぶ。

震度６弱
立っていることが難しく、 

壁のタイルや窓ガラスが壊れ、 
ドアが開かなくなる。

震度 5 強
タンスなどの重い家具が倒れたり、 
自動販売機が倒れることもある。

震度 5 弱
家具が動いたり、食器や本が落ち、 

窓ガラスが割れることもある。

震度 4
眠っている人のほとんどが目を覚ます。

歩行中の人も揺れを感じる。

震度 3
棚の食器が音をたてる。

震度 2
屋内にいる人の多くが揺れを感じる。

震度 1
屋内にいる人で 

揺れを感じる人もいる。

震度 0
人は揺れを感じない。

▲ 

高
い

低
い 

▼

危

険

度

地震の揺れと被害想定

引き波がある
とは限らない

第二波以降
にも注意

情報収集は
安全な場所へ
移動してから

20cmの
高さでも危険

津波から命を守る知恵

参照：「南海トラフ地震ーその時の備えー」令和元年6月発行内閣府パンフレット

南海トラフの想定震源域またはその周辺で
M6.8以上の地震が発生

南海トラフの想定震源域のプレート境界面で
通常とは異なるゆっくりすべりが発生した可能性

2時間程度
～1週間※

1週間～
2週間

2週間～

南海トラフ地震発生の可能性が通常と比べ相対的に高まったと評価された場合、気象庁から 
「南海トラフ地震臨時情報」が発表される。

 ● 南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するか
どうか調査を開始した場合、または調査を継続している場合

 ● 観測された異常な現象の調査結果を発表する場合

調査中 観測された異常な現象が、南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調査を開始した場合、 
または調査を継続している場合

巨大地震警戒 南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界でM8.0以上の地震が発生したと評価した場合

巨大地震注意

 ● 南海トラフ地震の想定震源域内のプレート境界でM7.0以上、M8.0未満の地震が発生したと評価
した場合

 ● 想定震源域のプレート境界以外や、想定震源域の海溝軸外側50km程度までの範囲でM7.0以上の
地震が発生したと評価した場合

 ● ひずみ計などで有意な変化として捉えられる、短い時間にプレート境界の固着状態が明らかに変化
しているような通常とは異なるゆっくりすべりが観測された場合

調査終了 巨大地震警戒、巨大地震注意のいずれにも当てはまらない現象と評価した場合

南海トラフ地震臨時情報

臨時情報発令後の防災対応の流れ

※住民が揺れを感じることがない、プレート境界面のゆっくりとしたずれによる
地殻変動を観測した場合など。ゆっくりすべりが観測された場合は、それが
収まったと評価されるまで。

発表条件

南海トラフ地震臨時情報

巨大地震注意
南海トラフ地震臨時情報

巨大地震警戒
 ● 地震への備えを再確認する
 ● 津波からの避難が間に合わない
一部の地域では引き続き避難を
継続する

 ● 国の呼びかけなどに従って行動

日頃からの地震への備えを再確認する

地震への備えを再確認する

警戒措置を解除し、さらに1週間
地震への注意措置をとる

地震の発生に注意しながら通常の
生活を送る。ただし、大規模地震
が起きる可能性がなくなったわけ
ではないことに留意

地震の発生に注意しながら通常の
生活を送る。ただし、大規模地震
が起きる可能性がなくなったわけ
ではないことに留意

防災対応をとる必要あり

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

必要なし

発生から5分～30分後

地震発生後

想定震源域のプレート境界で
M8.0以上の地震が発生 ゆっくりすべり※ それ以外想定震源域、その周辺で

M7.0以上の地震が発生

津波に備える
ほとんどの津波は海域での地震が原因で発生する。海のそばにいて地震の
揺れを感じたら、すぐに高台や丈夫な建物の上層階に避難する必要がある。
津波注意報や警報が発表された場合は、絶対に海や河口には近づかない。
マリンスポーツをしている時に津波フラッグが掲揚された場合は、すぐに
海から上がる。

市内の想定津波高

10.0～20.0m

2.0～3.0m
3.0～5.0m
5.0～10.0m

0.01～0.3m

1.0～2.0m
0.3～1.0m

津波浸水想定の凡例

●
御手洗川
約12m

●
浜岡砂丘
約13m ●

新野川
約14m

御前崎港
約7m

●

●
御前崎海岸

約11m

●
尾高海岸
約14m

●
筬川

約15m ●
中西川
約14m ●

日向子駐車場
約11m

マリンパーク御前崎
約11m

●

池新田 高松 佐倉 御前崎 白羽 新谷区
24分 22分 21分 11分 20分 14分

津波到達予想時間

参照：御前崎市津波避難計画方針書（H31.2)

場所 安全地まで
の距離

時間
歩いて 走って 車椅子

海鮮料理みはる 約485ｍ 7分23秒 2分15秒 7分16秒
セブンイレブン御前崎港店 約485ｍ 7分38秒 2分35秒 9分37秒

三陵橋（白羽区） 約500ｍ 6分31秒 2分36秒 10分43秒
浜岡アスコン佐藤渡辺組 約600ｍ 8分34秒 4分33秒 ―

津波避難訓練での検証結果
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発生日時 平成23年３月11日㈮ 午後２時46分
震源 三陸沖（牡鹿半島の東南東130㎞付近）
震源の深さ 24㎞
地震の規模 マグニチュード９.０
最大震度 震度7　宮城県北部
津波 同日午後２時49分　大津波警報発表
被害状況等
・人的被害 死者：19,759人　行方不明者：2,553人

負傷者：6,242人
・建築物被害 全壊：122,006棟　半壊：283,160棟

一部損壊：749,934棟
出典：平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）
　　　の被害状況（令和 4 年 3 月 1 日現在）総務省

１ 2

3 4 5

6 7 8

5強 八戸

5強 宮古

5強

5強

福島

5強 千葉

郡山

白河

5強盛岡5強秋田

5強大仙

5弱上山

7栗原

6弱 釜石

6弱 大船渡

6弱 気仙沼
6弱

6弱

桐生 6弱

前橋

5強横浜

5強東京東京

5強さいたま

いわき6弱

成田6弱

石巻

2011年3月11日
午後2時46分

6強

6強

日立6強

仙台

6強宇都宮

震源

9

10

東北からの伝言
平成23年３月11日、日本観測史上最大となるＭ９．０の巨大地震が発生した。
激しい揺れと大津波により数え切れない人が亡くなり、今もなお行方不明の人もいる。
私たちは千年に一度の大災害といわれた東日本大震災を教訓にしなくてはならない。

１_ 津波が河川堤防を越波 ( 岩手県宮古市：岩手県建設業協会 )2_ 津波襲来後に火災も発生 ( 福島県
相馬市：東北地方整備局 )3_ 地震により石垣も崩落 ( 宮城県仙台市 )4_ 宮城県鳴瀬川沿いの亀裂（東
北地方整備局）5_ 捜索活動 ( 岩手県野田村：岩手県建設業協会 )6_ 段ボールで間仕切りしただけの
仮校舎で授業 ( 宮城県仙台市 )7_ 大勢の人が集まった避難所 ( 岩手県大船渡市 )8_ 避難所に貼られ
た伝言板(岩手県山田町)9_捜索活動をする住民(岩手県野田村)10_防波堤を越える真っ黒に染まっ
た津波 ( 岩手県宮古市 )　※（ ）は撮影地と写真出典先。
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地
震
発
生

地
震
発
生
時
、三
陸
沿
岸
の
ま
ち
で
何
が
起
こ
っ
た
の
か
。

生
き
残
っ
た
人
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
か
。

被
災
者
の
声
を
聞
き
、
考
え
、
備
え
て
ほ
し
い
。

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
大
槌
町
で
被
災
し
た

２
人
の
体
験
談
を
紹
介
す
る
。

数
分
の
差
で
命
が
助
か
っ
た

多た

田だ 
左さ

衛え

子こ

さ
ん

越こ
し

田だ 

勝ま
さ
る

さ
ん

車
が
津
波
に
流
さ
れ
か
け
た
が
生
還

震
災
当
時
、
社
会
福
祉
協
議

会
（
以
下
、
社
協
）
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
研
修
が
あ
り
、

大
槌
か
ら
10
㌔
ほ
ど
離
れ
た
釜
石

市
の
市
民
会
館
に
い
た
。
講
師
が

少
し
話
し
始
め
た
ら
、
ゴ
ー
っ
と

地
鳴
り
が
し
始
め
、
そ
れ
か
ら
揺

れ
が
き
た
。
立
っ
て
い
ら
れ
な
く

て
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
座
り
込
ん

で
い
た
。
私
は
会
場
の
重
た
い
扉

に
し
が
み
つ
い
て
い
た
。

　
地
震
が
収
ま
っ
た
後
、
信
号
も

つ
い
て
な
い
国
道
45
号
線
を
ひ
た

す
ら
走
り
大
槌
の
事
務
所
に
戻
っ

た
。
海
の
方
に
目
を
や
る
と
、
港

の
脇
の
防
波
堤
の
水
位
が
下
が
っ

て
い
た
。
地
面
も
液
状
化
し
て
い

た
の
で
、
い
つ
も
と
違
う
、
津
波

が
来
る
と
思
っ
た
。
急
い
で
社
協

の
車
を
移
動
さ
せ
、
脇
目
も
振
ら

ず
近
く
に
あ
る
４
階
建
て
の
病
院

に
走
っ
て
逃
げ
た
。
病
院
に
着
い

て
か
ら
２
、３
分
だ
っ
た
と
思
う

け
ど
、
４
階
に
着
い
た
時
に
は
建

物
の
周
囲
に
は
も
う
津
波
が
押
し

寄
せ
て
い
た
。
３
階
ま
で
浸
水
し

た
け
ど
、
私
は
屋
上
に
避
難
し
て

い
て
な
ん
と
か
助
か
っ
た
。

　

職
場
の
課
長
や
事
務
局
長
は
、

職
員
が
み
ん
な
逃
げ
て
か
ら
避
難

し
た
と
聞
い
た
。
車
で
避
難
し
た

よ
う
だ
が
、
結
局
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
、

走
っ
て
近
く
の
建
物
な
り
に
避
難

す
れ
ば
良
か
っ
た
。ほ
ん
の
数
分
、

１
分
か
２
分
の
差
だ
っ
た
。

　
城
山
と
い
う
山
に
上
が
る
と
こ

ろ
の
道
路
が
渋
滞
し
て
、
そ
の
ま

ま
津
波
に
の
み
込
ま
れ
多
く
の
人

が
犠
牲
に
な
っ
た
。
車
を
捨
て
て

逃
げ
よ
う
と
し
て
、
左
側
の
ド
ア

か
ら
降
り
た
人
は
助
か
り
、
右
側

か
ら
降
り
た
人
は
津
波
に
さ
ら
わ

れ
た
と
い
う
話
も
聞
い
た
。ち
ょ
っ

と
の
こ
と
で
生
死
が
分
か
れ
た
。

　
三
陸
沿
岸
で
は
、
た
び
た
び
地

震
が
あ
っ
た
か
ら
行
政
も
一
生
懸

命
対
策
を
し
て
く
れ
て
い
た
。
防

潮
堤
や
避
難
路
を
建
設
し
た
り
、

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
避
難

所
の
案
内
を
し
た
り
と
。
で
も
あ

の
時
は
何
に
も
役
に
立
た
な
か
っ

た
。
津
波
は
県
が
作
っ
た
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
想
定
よ
り
も
は
る
か

に
越
え
て
き
た
し
、
避
難
所
に

な
っ
て
い
た
お
寺
の
住
職
も
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
行
政
が
整
備

し
た
か
ら
、
津
波
は
こ
こ
ま
で
し

か
こ
な
い
と
想
定
さ
れ
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
、
決
し
て
大
丈
夫
と

過
信
し
て
は
い
け
な
い
。
人
間
が

考
え
た
想
定
な
ど
、
自
然
は
簡
単

に
超
え
て
く
る
。
自
然
に
は
勝
て

な
い
。

　
毎
年
３
月
３
日
に
津
波
避
難
訓

練
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
本
来
な

ら
城
山
の
上
ま
で
避
難
し
な
き
ゃ

な
ら
な
い
の
を
、
大
変
だ
か
ら
と

山
際
に
あ
る
お
寺
を
参
集
場
所
に

し
て
い
た
。東
日
本
大
震
災
の
時
、

い
つ
も
の
よ
う
に
お
寺
へ
避
難
し

た
人
は
全
員
亡
く
な
っ
た
。
こ
う

し
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
普
段

の
訓
練
で
も
本
来
逃
げ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
場
所
に
行
か
な
け
れ
ば

だ
め
。
口
頭
で
「
本
当
に
津
波
が

来
た
と
き
は
山
の
上
に
行
く
ん
だ

よ
」
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
そ
こ
へ
逃
げ

ら
れ
な
い
。

　
御
前
崎
市
で
は
東
海
地
震
が
心

配
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な
地
震
が

来
た
ら
何
し
ろ
逃
げ
る
こ
と
だ
。

何
を
お
い
て
も
避
難
を
す
る
こ
と
。

自
分
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

す
る
こ
と
で
命
が
助
か
る
可
能
性

が
高
く
な
る
。

城山から見た震災時の大槌町（岩手県建設業組合提供）

当
時
は
釜
石
市
消
防
を
定
年

退
職
し
、
妻
の
叔
母
の
介

護
を
す
る
傍
ら
、
釣
り
を
楽
し
む

毎
日
だ
っ
た
。
地
震
の
日
も
町
内

に
あ
る
小
槌
川
で
釣
り
を
し
て
い

た
。
地
震
は
、
木
が
倒
れ
て
く
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
く
ら
い

す
ご
い
揺
れ
だ
っ
た
。
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
は
立
っ
て
い
ら
れ
た

け
ど
、
比
に
な
ら
な
か
っ
た
。
揺

れ
も
長
か
っ
た
し
、
四
つ
ん
這
い

で
動
く
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。

　

地
震
が
収
ま
っ
た
後
、
介
護
し

て
い
た
妻
の
叔
母
を
助
け
に
行
こ

う
と
車
を
走
ら
せ
よ
う
と
し
た
。

友
人
か
ら
は
「
高
台
か
ら
低
い
と

こ
ろ
に
行
く
な
」
と
言
わ
れ
た
け

ど
、
津
波
が
来
る
ま
で
15
分
と
考

え
た
ら
迷
っ
て
る
暇
は
無
か
っ
た
。

道
中
は
、
停
電
で
信
号
が
止
ま
っ

て
い
て
、
右
折
で
き
な
い
の
で
左

折
し
て
遠
回
り
し
な
が
ら
自
宅
へ

向
か
っ
た
。
途
中
50
台
位
渋
滞
し

て
い
て
、こ
れ
は
困
っ
た
な
と
思
っ

て
い
た
ら
、
津
波
が
堤
防
を
越
え
、

瞬
く
間
に
た
く
さ
ん
の
車
が
流
さ

れ
て
い
っ
た
。

　

自
分
の
車
に
も
津
波
が
襲
っ
て

き
た
。
波
は
タ
イ
ヤ
が
つ
か
る
く

ら
い
ま
で
来
た
。
あ
と
５
分
逃
げ

る
の
が
遅
れ
て
い
た
ら
、
も
う
タ

イ
ヤ
は
動
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
の
時
は
、窓
を
開
け
て「
逃
げ
ろ
」

と
大
声
で
叫
ん
だ
よ
。
車
の
向
き

を
変
え
て
高
台
に
向
か
お
う
と
し

た
ら
、
川
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
て
き

た
。
津
波
は
海
か
ら
来
る
も
ん
だ

と
思
っ
て
た
け
ど
、
川
か
ら
も
来

た
。
川
に
つ
な
が
る
下
水
か
ら
も
。

真
っ
黒
な
水
だ
っ
た
。
高
潮
は「
ど

ど
ー
ん
」
と
当
た
っ
て
砕
け
る
け

ど
、
津
波
は
上
か
ら
覆
い
か
ぶ
さ

る
よ
う
に
来
る
。
壁
の
よ
う
だ
っ

た
。
結
局
、
妻
の
叔
母
を
救
う
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
考
え
が
甘

か
っ
た
。
津
波
が
来
る
よ
う
な
大

き
な
地
震
の
時
は
す
ぐ
に
高
台
に

逃
げ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　
自
治
体
や
町
内
会
は
「
災
害
時

は
隣
近
所
で
助
け
合
う
こ
と
が
大

切
」
と
言
う
け
ど
、
津
波
が
発
生

す
る
よ
う
な
地
震
襲
来
時
は
無

理
。近
所
の
高
齢
者
を
助
け
に
行
っ

て
、
そ
の
人
を
説
得
す
る
の
に
時

間
が
か
か
り
、
助
け
に
行
っ
た
人

も
亡
く
な
っ
て
い
る
。
助
け
に
行

く
の
が
正
義
で
は
な
い
。
高
齢
者

も
助
け
に
来
て
く
れ
る
も
ん
だ
と

勘
違
い
す
る
。
み
ん
な
が
生
き
延

び
ら
れ
る
よ
う
に
、「
津
波
て
ん
で

ん
こ
」
と
い
う
言
葉
が
で
き
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
私
が
中
学
２
年
生
の
時
、
チ
リ

地
震
に
よ
る
津
波
が
来
た
。
そ
れ

か
ら
津
波
被
害
を
軽
減
し
よ
う
と

堤
防
が
建
設
さ
れ
た
。
私
も
含
め

大
勢
の
人
が
「
堤
防
が
あ
る
か
ら

津
波
が
来
て
も
大
丈
夫
」
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震

災
の
時
の
大
津
波
は
そ
れ
を
は
る

か
に
超
え
て
き
た
。
三
陸
地
方
に

は
幾
度
と
な
く
津
波
が
襲
来
し

て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
時
に

津
波
で
命
を
落
と
す
人
が
多
か
っ

た
の
は
、「
あ
の
時
は
こ
こ
ま
で
来

な
か
っ
た
か
ら
次
も
大
丈
夫
だ
ろ

う
」
と
い
う
油
断
も
あ
っ
た
ん
だ

と
思
う
。

　
静
岡
県
は
防
災
先
進
地
。
地
震

や
津
波
に
備
え
、
い
ろ
ん
な
施
設

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
設
備
が

あ
っ
て
も
市
民
一
人
ひ
と
り
の
意

識
が
低
い
と
、
命
は
助
か
ら
な
い
。

宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

行
政
依
存
体
制
か
ら
脱
却
し
て
、

真
剣
に
考
え
て
訓
練
な
ど
に
取
り

組
ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

大勢の人が車で避難中に津波に流された（大槌町提供）

【DATA】岩手県大槌町
面積 200.4㎢、人口 11,018 人

（令和 4 年 8 月 31 日時点）。太
平洋側に面しており、震災時に
は 10 ｍを超える大津波がまち
を襲い壊滅的な被害を受けた。

●大槌町

岩手県

そ
の
時
私
は
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津
波
は
何
度
も
襲
っ
て
く
る

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
き

な
揺
れ
の
後
に
襲
来
し
た
津
波

で
大
勢
の
人
が
亡
く
な
っ
た
。

　
海
底
で
地
震
が
起
き
る
と
地

面
が
上
下
し
、
そ
れ
が
海
水
に

伝
わ
り
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て

津
波
と
な
る
。
津
波
は
海
の
水

深
が
深
い
ほ
ど
早
く
伝
わ
る
。

水
深
５
千
㍍
で
時
速
８
０
０
㌔

（
ジ
ェ
ッ
ト
機
並
み
）、
５
０
０

㍍
で
時
速
２
５
０
㌔
（
新
幹
線

並
み
）、
海
岸
付
近
で
は
時
速

36
㌔
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
短
距
離

選
手
並
み
）
に
も
な
る
。
津
波

が
見
え
て
か
ら
避
難
し
て
も
間

に
合
う
は
ず
が
な
い
。

　
ま
た
、
津
波
は
何
度
も
繰
り

返
し
襲
来
す
る
。
第
１
波
よ
り

も
そ
の
後
の
津
波
の
方
が
高
く

な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
第
１

波
を
や
り
過
ご
し
た
か
ら
と

い
っ
て
む
や
み
に
海
岸
に
近
づ

い
て
は
な
ら
な
い
。

大
き
な
揺
れ
＝
す
ぐ
避
難

　
南
海
ト
ラ
フ
一
帯
の
プ
レ
ー

ト
上
で
起
こ
る
「
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
」
で
は
、
市
に
襲
来

す
る
津
波
高
は
12
～
19
㍍
と
想

定
さ
れ
て
お
り
、
早
い
場
所
で

は
地
震
発
生
か
ら
11
分
後
に
は

津
波
が
到
達
す
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。
市
危
機
管
理
課
の
小

野
田
明
人
課
長
は
「
当
市
の
津

波
避
難
対
象
地
域
は
、御
前
崎
、

白
羽
、
佐
倉
、
池
新
田
、
高
松

の
５
地
域
22
町
内
会
で
す
。
避

難
対
象
人
数
は
約
２
３
０
０
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
津
波
避
難
路
の
整

備
や
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建

設
、
津
波
救
命
艇
の
配
備
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
当
市
は
海
岸

利
用
者
も
多
く
、
避
難
誘
導
に

は
関
係
機
関
と
の
連
携
が
不
可

欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、東
海
、

東
南
海
、
南
海
地
震
が
単
独
で

発
生
し
た
り
、
連
動
し
て
発
生

し
た
り
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
津
波
到

達
時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。
大

き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に

高
い
所
へ
避
難
す
る
癖
を
つ
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
避
難
が

空
振
り
に
な
っ
て
も
命
が
助
か

れ
ば
い
い
わ
け
で
す
か
ら
」
と

早
期
避
難
の
重
要
性
を
話
す
。

　
市
で
は
毎
年
、
津
波
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
市
民
に

避
難
訓
練
の
結
果
を
検
証
し
、

有
事
の
際
に
命
が
助
か
る
行
動

を
と
っ
て
も
ら
う
た
め
だ
。

　
「
訓
練
を
振
り
返
り
、
ど
こ

に
避
難
す
る
こ
と
が
最
善
か
個

人
や
各
家
庭
で
事
前
に
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
避
難

が
遅
れ
て
し
ま
う
高
齢
者
へ
の

支
援
も
事
前
に
家
族
や
地
域

で
考
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
想
定
を
上
回

る
津
波
が
発
生
し
ま
し
た
。
津

波
が
想
定
よ
り
高
か
っ
た
り
、

早
く
到
達
し
た
り
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。想
定
は
想
定
。

災
害
時
は
、
命
を
守
る
行
動
や

判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
、
実
践
に

近
い
形
で
練
習
を
繰
り
返
す
。

練
習
で
で
き
な
い
こ
と
は
試
合

で
も
で
き
な
い
か
ら
だ
。
命
を

守
る
た
め
に
避
難
訓
練
や
避
難

経
路
の
検
証
・
確
認
を
繰
り
返

し
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

小
お

野
の

田
だ

 明
あき

人
と

課長

◉
防
災
士
に
聞
く
津
波
避
難
－
津
波
か
ら
命
を
守
る「
３
つ
の
Ｓ
」

　
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
っ

た
人
は
２
万
人
を
超
え
て
い
て
、

震
災
で
直
接
亡
く
な
っ
た
人
の
９

割
以
上
が
津
波
が
原
因
で
す
。
日

本
は
地
震
大
国
。
私
た
ち
は
、
地

震
や
津
波
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
津

波
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
避
難

に
大
切
な
「
３
つ
の
Ｓ
」
を
実
践

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
（
ス
イ
ッ
チ
）

　
津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
ま

ず
大
事
な
こ
と
は
「
避
難
を
開
始

す
る
こ
と
」で
す
。
避
難
す
る
き
っ

か
け
は
、
地
震
の
揺
れ
や
警
報
の

発
令
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

「
揺
れ
の
長
さ
を
ス
イ
ッ
チ
」
に
す

る
こ
と
が
一
番
で
す
。
揺
れ
の
長

さ
と
地
震
の
規
模
に
は
科
学
的
に

相
関
が
あ
る
と
証
明
さ
れ
て
お

り
、
３
分
間
揺
れ
た
ら
Ｍ
９・０
。

１
分
間
揺
れ
た
ら
Ｍ
８・
０
の
地

震
が
ど
こ
か
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

揺
れ
が
大
き
か
ろ
う
が
小
さ
か
ろ

う
が
１
分
揺
れ
た
ら
避
難
す
る
。

こ
れ
は
学
校
で
も
教
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
科
学
的
な
知
識
で
す
。

Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
（
セ
ー
フ
）

　

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
あ
と
は
、

事
前
に
決
め
た
安
全
な
場
所
に
安

全
な
道
の
り
で
逃
げ
る
こ
と
で
す
。

　

石
巻
市
立
大
川
小
学
校
で
は
、

津
波
の
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を

決
め
て
お
ら
ず
、
避
難
訓
練
も
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
震
度
６

強
が
３
分
間
続
い
た
の
に
、
50
分

間
も
校
庭
に
と
ど
ま
り
、
74
人
も

の
児
童
が
津
波
の
犠
牲
に
な
り
ま

し
た
。
事
前
に
ベ
ス
ト
な
避
難
場

所
と
避
難
経
路
を
徹
底
的
に
探

し
、地
震
が
起
き
た
ら
議
論
せ
ず
、

す
ぐ
に
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
自
然
の
力
は
人
間
の

想
定
を
簡
単
に
超
え
て
き
ま
す
。

決
め
る
際
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

過
去
の
情
報
を
信
用
し
過
ぎ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｅ
（
セ
ー
ブ
）

　

津
波
は
１
度
だ
け
で
は
な
く
、

何
度
も
繰
り
返
し
や
っ
て
き
ま
す
。

後
か
ら
来
る
津
波
の
方
が
大
き
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
津
波
の
危
険

が
な
く
な
る
ま
で
は
、
安
全
な
場

所
か
ら
動
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

忘
れ
物
が
あ
っ
て
も
、
家
族
の
こ

と
が
気
に
な
っ
て
も
絶
対
に
家
に

戻
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

い
つ
避
難
先
に
救
助
が
来
て
く
れ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
生
き
延
び

る
た
め
に
必
要
な
も
の
を
防
災

リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
て
お
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
津
波
か
ら
生
き
延
び
る
た
め
に

は
、
事
前
に
決
め
ら
れ
る
こ
と
は

必
ず
決
め
て
お
く
。
考
え
な
く
て

も
足
が
勝
手
に
動
く
よ
う
に
訓
練

し
て
お
く
。
こ
れ
が
大
切
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
る
前
は
、

津
波
の
被
害
が
あ
れ
ほ
ど
甚
大
な

も
の
に
な
る
と
は
誰
も
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
２
万
人
を
超
え
る
方

の
犠
牲
の
も
と
に
、
私
た
ち
は
そ

の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
も
同
じ

巨
大
津
波
を
伴
う
海
溝
型
の
地

震
で
す
。
現
時
点
で
何
を
す
べ
き

か
は
明
ら
か
で
す
。
で
き
る
こ
と

は
後
悔
し
な
い
よ
う
全
て
や
り
ま

し
ょ
う
。

海
の
近
く
に
住
む
私
た
ち
が
、津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は「
津
波
避
難
力
の
向
上
」が
必
須
だ
。

東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
た
ち
の
死
を
絶
対
に
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
、

全
国
各
地
で
「
津
波
防
災
教
育
」
に
携
わ
る
弁
護
士
・
防
災
士
の
永
野
海
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

弁護士・防災士

永
なが

野
の

 海
かい

さん
本業の傍ら、未来ある子どもたちの命を津波から守るために、
東日本などを中心に津波防災教育に尽力するほか、全国各地で
防災講座も開く。子どもたちの津波避難力を向上させるため「津
波避難すごろく」（現・めざせ！津波避難マスター）を考案した。

東日本大震災の犠牲を無駄にしない
徹底した事前の準備と訓練が重要

東
日
本
大
震
災
で
三
陸
沿
岸
に
襲
来
し
た
大
津
波
。

大
勢
の
人
命
だ
け
で
な
く
建
物
や
車
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
全
て
の
み
込
ん
だ
。

大
勢
の
人
命
だ
け
で
な
く
建
物
や
車
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
全
て
の
み
込
ん
だ
。

津
波
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

市
危
機
管
理
課
の
小
野
田
明
人
課
長
に
話
を
聞
い
た
。

逃
げ
遅
れ
は
生
死
に
直
結
す
る

津
波
避
難難

津波防災教育の授業をする永野さん

↑永野さんの著書
「みんなの津波避難
22 のルール３つの
Ｓで生き残れ！」

津波避難訓練で車椅子の避
難時間を計測。避難にどの
程度時間を要するか実際に
やってみることが重要。

地域と連携した訓練と積極的な住民説明に重き
を置き、まちの防災力強化を目指す。また、有
事の際には、関係機関との連携を密に行い、被
害を最小限に抑えるべく奮闘する。

市危機管理課

大きな揺れを感じたら避難
事前に避難体制を考えておく
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突
然
襲
っ
て
く
る
大
災
害
や
大

事
故
に
直
面
す
る
と
、
多
く
の
人

が
ぼ
う
ぜ
ん
と
し
て
動
け
な
く
な

る
と
い
う
。
平
成
21
年
に
発
生
し

た
駿
河
湾
沖
を
震
源
と
す
る
地
震

の
際
に
は
、
頭
の
中
が
真
っ
白
に

な
り
、
動
け
な
か
っ
た
と
い
う
人

も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
津
波

の
襲
来
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
本
震
後
の
余
震
や
二
次
災

害
の
危
険
性
も
あ
る
。
生
き
延
び

る
た
め
に
は
、
思
考
停
止
状
態
に

陥
ら
ず
迅
速
に
避
難
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。
そ
こ
で
、
市
消
防
署
職

員
の
森
下
善
弘
救
急
救
命
士
に
、

「
思
考
停
止
状
態
」
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
や
そ
の
状
態
の
回
避
方
法
を
聞

い
た
。

思
考
停
止
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
救
急
救
命
士
は
、
事
故
の
要
救

助
者
や
急
病
人
な
ど
重
度
の
傷
病

者
に
対
し
て
、
医
師
の
指
示
の
下

に
高
度
な
救
命
処
置
を
す
る
。
言

わ
ば
、
現
場
か
ら
病
院
ま
で
の
救

護
の
専
門
家
で
あ
る
。

　
「
思
考
停
止
状
態
は
、
簡
単
に

言
う
と
頭
が
何
も
考
え
ら
れ
な
く

な
り
、
体
が
動
か
な
く
な
る
状
態

で
す
。
人
間
は
、
自
分
が
経
験
し

た
こ
と
や
知
識
を
得
た
こ
と
が
頭

の
中
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
脳
が
予
測
を
立

て
て
行
動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

前
触
れ
も
な
く
、
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
大
き
な
地
震
な
ど

に
直
面
す
る
と
、
脳
が
予
測
し
き

れ
な
い
た
め
、
頭
や
体
が
動
か
な

い
思
考
停
止
状
態
に
陥
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
心
理
学
の
研
究
に
よ

る
と
、
異
常
事
態
や
災
害
が
起

こ
っ
た
際
に
冷
静
に
行
動
が
で
き

る
人
の
割
合
は
わ
ず
か
10
％
程
度

で
、
実
に
75
％
近
い
人
が
思
考
停

止
状
態
に
陥
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
」
と
森
下
さ
ん
は
説
明
す
る
。

命
を
守
る
た
め
の
回
避
術

　
消
防
職
員
は
、
市
民
の
尊
い
命

や
財
産
を
守
る
た
め
に
、
通
報
が

入
る
と
す
ぐ
に
現
場
へ
急
行
す
る
。

心
肺
停
止
状
態
の
人
に
は
す
ぐ
に

蘇
生
術
を
施
し
、火
災
現
場
で
は
、

訓
練
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
」
と

森
下
さ
ん
は
話
す
。

　
さ
ら
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
各
家
庭
や
自
主
防
災
会

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
同
時
広

域
的
に
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
に

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
最
悪
の
事
態
を
想
定

し
た
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
一
度
や
二
度
の
訓
練
で

は
、
実
際
に
被
災
し
た
時
に
思
考

が
停
止
し
、
ど
う
対
処
し
て
い
い

か
わ
か
ら
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
突
然
、
地
震
が
発
生
し

て
も
体
が
勝
手
に
避
難
や
行
動
が

で
き
る
と
い
う
レ
ベ
ル
ま
で
訓
練

を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
た

だ
同
じ
訓
練
を
繰
り
返
し
て
も
意

味
を
な
さ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

目
的
を
明
確
に
し
、
達
成
目
標
を

設
定
し
た
訓
練
を
計
画
・
実
行
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
訓
練
の

重
要
性
を
話
す
。

災
害
時
は
４
人
に
３
人
が

思
考
停
止
状
態
に
陥
る

体
が
勝
手
に
動
く
レ
ベ
ル
ま
で

何
度
も
訓
練
す
る
こ
と
が
重
要

1_ 家屋の屋根を切断し進入口を
作成する訓練。2_ 鉄筋コンクリー
ト造の床や壁を想定し、進入口を
作成する訓練。3_ 家屋倒壊を想
定した狭い空間での救出救助訓
練。4_ 心肺停止の要救助者の気
道を確保する訓練。5_ 家屋内部
での消火訓練。6_ 要救助者を徒
手搬送する訓練。

燃
え
さ
か
る
炎
の
中
に
ホ
ー
ス
を

持
っ
て
入
っ
て
い
く
。
自
身
の
死

と
隣
り
合
わ
せ
と
い
う
極
限
状
態

の
中
で
も
、
思
考
停
止
状
態
に
陥

ら
ず
、
迅
速
に
救
命
、
消
火
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
は

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　
「
私
た
ち
は
、
住
民
の
命
や
財

産
を
守
る
こ
と
が
仕
事
。
自
分
た

ち
が
現
場
に
行
か
な
け
れ
ば
、
助

け
を
求
め
て
い
る
人
は
命
を
落
と

し
て
し
ま
い
ま
す
。
思
考
停
止
状

態
は
も
ち
ろ
ん
、
深
く
考
え
込
ん

だ
り
、
悩
ん
だ
り
し
て
い
る
暇
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
あ

ら
ゆ
る
災
害
に
直
面
し
て
も
冷
静

な
判
断
や
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

▶御前崎市消防署
消防長 早田和弘　署長 山﨑健
　職員数 74 人。その内、救急救命
士は 22 人。緊急車両は 14 台保有

（救急車３台、タンク車、大型水槽
車、化学車、救助工作車、指揮車、
災害対応多目的車、査察１・2 号車、
消防団指揮車、水上バイク１台）。
白羽出張所は、救急車、ポンプ車。
　１部隊最大 14 人または 13 人で、
３部隊の交代制。白羽出張所は昼間
は 5 人、夜間と土日祝日は 4 人で対
応。災害時は 24 時間体制で救出救
助活動にあたり、人命、財産を守る。

市消防署

救急救命士森
もり

下
した

 善
よし

弘
ひろ

平成 22 年に救急救命士の資格
を取得。令和２年度から２年間
県消防学校の教官を務めた。令
和４年度からは指導救命士とし
て救急隊員の指導にもあたる。

1

6

5

4

3 2

思
考
停
止
状
態
回
避
がが

災
害
発
生
時
の

生
死
を
左
右
す
る
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地
域
で
備
え
る

　

市
に
は
消
防
署
と
消
防
団

が
あ
り
、
人
員
を
合
計
す
る
と

３
６
５
人
。
こ
れ
だ
け
の
人
員

が
い
て
も
地
震
で
道
路
が
寸
断

さ
れ
て
い
れ
ば
救
助
に
は
行
け

な
い
。
市
防
災
指
導
員
の
松
井

義
明
さ
ん
は
「
災
害
時
に
救
助

が
来
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ

う
な
る
と
け
が
を
し
て
い
る
人

や
家
屋
の
倒
壊
で
下
敷
き
に

な
っ
て
い
る
人
を
救
出
で
き
る

の
は
隣
近
所
や
自
主
防
災
会
と

い
う
地
域
の
力
し
か
な
い
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
家
屋

が
倒
壊
し
た
中
か
ら
救
助
さ
れ

た
人
の
う
ち
62
・
２
％
が
家
族

や
隣
人
な
ど
に
救
出
さ
れ
て
い

ま
す
。自
主
防
災
会
を
中
心
に
、

災
害
に
対
応
で
き
る
体
制
を
築

く
こ
と
が
重
要
で
す
」と
話
す
。

あ
い
さ
つ
か
ら
地
域
の
絆
を

　

現
在
、
市
内
で
は
町
内
会
未

加
入
者
が
増
加
し
て
い
る
。
そ

れ
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
や
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
加
わ
り
、
隣
近
所

の
付
き
合
い
は
薄
れ
て
い
く
ば

か
り
だ
。
今
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
災

害
を
や
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
災
害
時
に
『
共
助
』
は
必

要
不
可
欠
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震

は
広
域
災
害
に
な
り
、
物
資
も

い
つ
届
く
か
分
か
ら
な
い
。
そ

ん
な
時
に
助
け
合
っ
て
生
活
し

て
い
け
る
よ
う
な
関
係
性
を
築

い
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
ず
は
『
あ
い
さ
つ
』
か
ら
。

顔
の
見
え
る
関
係
性
を
築
く
の

に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
祭
り
や

町
内
会
の
人
が
顔
を
合
わ
せ
る

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
も

地
域
の
人
と
の
関
係
性
を
深
め

る
の
に
有
効
で
す
」

訓
練
に
終
わ
り
な
し

　

松
井
さ
ん
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
年
２
回

の
防
災
訓
練
す
ら
満
足
に
で
き

な
か
っ
た
今
、
地
域
防
災
力
は

低
下
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
防
災
訓
練
へ
の
出
席
者
が

少
な
く
、
ど
こ
の
自
主
防
災
会

も
満
足
に
訓
練
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
今
の
ま
ま
で
は
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
に
対
応
で
き
な
い

で
し
ょ
う
。

　
災
害
時
は
住
民
全
員
が
被
災

者
に
な
り
ま
す
。
避
難
所
や
支

援
が
必
要
な
場
所
に
誰
が
い
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
一
人
一
人
が
リ
ー
ダ
ー
に

な
れ
る
、
災
害
時
に
必
要
な
役

割
を
住
民
誰
も
が
担
う
こ
と
が

で
き
る
、
そ
ん
な
体
制
作
り
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

た
く
さ
ん
の
人
が
訓
練
に
参
加

し
、
い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
経
験

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
想
定
し
た

訓
練
を
繰
り
返
し
実
施
す
る
こ

と
、
夜
間
に
実
施
す
る
訓
練
や

突
発
的
な
訓
練
も
必
要
で
し
ょ

う
。
そ
の
訓
練
結
果
を
検
証
し

て
、
課
題
を
発
見
・
改
善
し
て

い
く
こ
と
で
防
災
力
は
向
上
し

て
い
き
ま
す
。

　
各
自
主
防
災
会
で
備
え
を
徹

底
す
る
こ
と
は
私
た
ち
の
急
務

な
課
題
で
す
。
防
災
で
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
防
災
指

導
員
が
相
談
に
乗
り
ま
す
。
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
」

　
大
規
模
災
害
を
乗
り
切
る
た

め
に
、
い
ま
一
度
、
地
域
や
近

所
付
き
合
い
、
訓
練
の
大
切
さ

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

担架が近くにない状況で
要救助者をもの干し竿と
毛布を使い搬送する訓練

（塩原）

自
主
防
災

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
同
時
広
域
的
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
。

公
的
機
関
の
救
助
は
す
ぐ
に
来
な
い
。
そ
ん
な
状
況
で
は
自
主
防
災
会
が
命
綱
と
な
る
。

近
年
の
自
主
防
災
会
の
状
況
を
振
り
返
り
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
行
動
を
考
え
る
。

大
規
模
災
害
を
乗
り
切
る
鍵
は
「
共
助
」

松
まつ

井
い

 義
よし

明
あき

さん
市防災指導員は各地区から推薦され、市から委
嘱を受けた防災の指導者。地区の防災に対する
アドバイスや指導をしている。松井さんは指導
員のリーダーを務める。

御前崎市防災指導員

現状では地震に対応できない
訓練を繰り返し防災力向上を

◉
自
主
防
先
進
事
例
－
富
士
市
下
横
割
南
区
自
主
防
災
会

　
下
横
割
南
区
に
は
８
６
０
世
帯

の
人
が
住
ん
で
い
る
。
主
な
訓
練

は
、
９
月
と
12
月
に
開
催
さ
れ
る

地
域
防
災
訓
練
と
総
合
防
災
訓
練

の
２
回
。
自
主
防
災
会
は
、
情
報

班
、
消
火
班
、
救
護
班
、
避
難
誘

導
班
、
給
食
給
水
班
の
５
つ
の
班

に
分
か
れ
て
い
る
。

　
「
年
２
回
の
訓
練
の
ほ
か
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
班
で
年
に
３
回
程
度
、

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
突
然

発
生
す
る
災
害
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
常
に
備
え
る
こ
と
は
大
切
。

班
長
が
中
心
と
な
っ
て
精
度
を
高

め
て
く
れ
て
い
ま
す
」

　
同
組
織
で
は
、
災
害
時
に
必
要

だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
率
先
し

て
自
分
た
ち
で
解
決
す
る
。
例
え

ば
災
害
時
に
必
要
な
「
水
」。
断
水

や
給
水
車
が
い
つ
来
る
か
も
分
か

ら
な
い
状
況
で
、
指
を
く
わ
え
て

待
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
、
市
内
の

業
者
と
単
独
で
協
定
を
結
ん
だ
。

災
害
時
は
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
だ
給

水
タ
ン
ク
に
補
水
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
駅
南
地
区
で
は
、
地
区

の
防
災
部
会
と
小
中
学
校
が
連
携

し
、防
災
教
育
も
展
開
し
て
い
る
。

髙
澤
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
の
防

災
力
を
向
上
さ
せ
れ
ば
、
大
人
に

な
っ
た
と
き
に
、
そ
の
子
ど
も
も

防
災
意
識
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ

う
な
れ
ば
地
域
全
体
の
防
災
力
も

上
が
る
。
子
ど
も
に
教
え
る
こ
と

で
、
保
護
者
も
防
災
を
勉
強
す
る

よ
う
に
な
る
ん
で
す
」
と
そ
の
意

図
を
話
す
。

　
年
２
回
の
防
災
訓
練
に
は
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
大
勢
の
人
が

参
加
す
る
。
地
区
内
の
３
軒
に
１

軒
は
参
加
し
て
い
る
と
い
う
ほ
ど

だ
。
髙
澤
さ
ん
は
「
お
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
に
大
勢
参
加
し
て
く
れ
る

こ
と
で
、
顔
の
見
え
る
関
係
性
が

築
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
い
ざ
と
い
う
と
き
の

助
け
合
い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

災
害
時
は
そ
の
場
に
い
る
人
た
ち

で
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
、
参
加
者
に
は
い
ろ
い
ろ
な
訓

練
を
経
験
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
中
学
生
も
大

人
も
一
緒
。
何
の
役
割
を
や
る
こ

と
に
な
っ
て
も
、
頭
の
片
隅
に
経

験
と
知
識
が
残
っ
て
い
な
く
て
は

動
け
ま
せ
ん
か
ら
」
と
話
す
。

　
同
時
広
域
的
に
発
生
す
る
大
規

模
災
害
で
は
、
消
防
や
行
政
の
支

援
の
手
が
届
く
ま
で
に
は
数
日
か

か
る
。
そ
れ
ま
で
は
自
分
た
ち
で

生
き
延
び
る
し
か
な
い
。
自
主
防

が
確
実
に
機
能
す
る
か
が
重
要
に

な
る
。
自
主
防
は
役
員
だ
け
が
知

識
や
技
術
を
習
得
し
て
も
機
能
し

な
い
。
地
区
内
の
人
が
み
ん
な
で

役
割
を
分
担
し
て
助
け
合
う
こ
と

で
初
め
て
機
能
す
る
。
そ
の
た
め

に
、
日
頃
か
ら
隣
近
所
や
地
域
の

人
と
顔
の
見
え
る
関
係
性
を
築

き
、
地
域
の
和
を
作
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

富
士
市
駅
南
地
区
に
あ
る
下
横
割
南
区
。Ｊ
Ｒ
富
士
駅
か
ら
車
で
わ
ず
か
５
分
ほ
ど
の
住
宅
街
に
あ
る
。

そ
の
自
主
防
災
会
で
は
、
住
民
が
一
丸
と
な
っ
た
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

「
必
ず
来
る
そ
の
と
き
」
に
備
え
る
同
組
織
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

下横割南区自主防災アドバイザー

髙
たか

澤
ざわ

 勝
かつ

彦
ひこ

さん
防災士、ふじのくに防災士、富士市災害ボランティア連絡会委
員、富士市駅南地区防災部会副部会長、下横割南区自主防災ア
ドバイザーなどを務める。防災のスペシャリストとして地域防
災活動の中心的役割を担っている。

事前の備えと機能する自主防災組織
顔の見える関係性を築くことが必須

消火訓練や応急救護訓練に
も住民が大勢参加する。給
食給水班では、「アルミ缶
コンロ」を自作し調理する。
避難所運営にも地域を挙げ
て力を入れており、段ボー
ルベッドの作成訓練なども
実施している。

富士市
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東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波

に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
家
屋
が

流
出
し
、
住
む
場
所
を
奪
わ
れ

た
人
た
ち
が
避
難
所
に
大
勢
詰

め
か
け
た
。

　

静
岡
県
第
４
次
地
震
被
害

想
定
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
日
に
、
市

内
で
避
難
所
へ
避
難
す
る
人
は

１
万
５
８
２
人
と
分
析
し
て
い

る
。
そ
の
人
数
は
１
週
間
後
も

１
万
人
以
上
で
、
１
カ
月
経
過

し
て
も
約
７
千
人
近
く
が
身
を

寄
せ
て
い
る
と
推
測
し
て
い
る
。

長
期
化
す
る
こ
と
も
あ
る
避
難

所
生
活
。
少
し
で
も
イ
メ
ー
ジ

す
る
た
め
に
、
岩
手
県
大
槌
町

で
避
難
所
の
責
任
者
を
務
め
た

佐
々
木
亮
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　
「
震
災
当
日
は
、
家
が
津
波

の
被
害
に
あ
っ
て
、
天
井
裏
で

一
夜
を
過
ご
し
た
。
12
日
の
午

後
、
や
っ
と
水
か
さ
が
下
が
り

近
所
の
大
槌
高
校
に
避
難
し
た

ん
だ
。
そ
の
時
点
で
た
く
さ
ん

の
避
難
者
が
い
た
よ
。
避
難
所

の
開
設
よ
り
も
先
に
避
難
者
が

来
て
た
と
い
う
状
況
。
３
月
な

の
に
み
ん
な
濡
れ
た
ま
ま
。
高

校
の
先
生
が
避
難
者
名
簿
の
管

理
、
入
退
出
の
確
認
、
物
資
の

受
け
入
れ
・
配
布
、
食
事
の
準

備
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
全
滅
し
て
い

て
、
ト
イ
レ
は
バ
ケ
ツ
に
入
れ

た
水
で
使
用
し
ま
し
た
。
役
場

職
員
が
大
勢
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
役
場
Ｏ
Ｂ
の
自

分
が
責
任
者
を
務
め
る
こ
と
に

な
っ
た
ん
で
す
。

　
大
槌
高
校
に
避
難
し
て
き
た

人
は
、
多
い
時
で
８
０
０
人
ほ

ど
。
体
育
館
の
他
に
教
室
や
弓

道
場
、
武
道
場
な
ん
か
も
避
難

所
と
し
て
利
用
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
最
初
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な

ど
全
く
な
い
よ
う
な
状
況
で
雑

魚
寝
。
数
日
し
て
か
ら
少
し
ず

つ
毛
布
な
ど
の
物
資
が
届
き
始

め
ま
し
た
。
食
事
は
被
害
が
少

な
か
っ
た
避
難
所
や
家
か
ら
の

支
援
で
食
い
つ
な
い
で
い
ま
し

た
。
津
波
で
流
れ
つ
い
た
食
料

を
食
べ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た

ね
。
足
り
な
い
時
は
近
く
の
人

同
士
で
分
け
合
っ
て
空
腹
を
満

た
し
て
い
ま
し
た
。
１
週
間
も

す
る
と
物
資
が
届
き
始
め
食
料

は
不
自
由
し
な
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　
避
難
所
は
共
同
生
活
。
い
ろ

ん
な
役
割
を
避
難
者
全
員
で
分

担
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

大
槌
高
校
で
は
自
治
会
組
織
を

結
成
し
、
８
班
編
制
を
取
り
ま

し
た
。
仕
事
は
１
日
１
仕
事
。

食
事
や
掃
除
、
物
資
の
管
理
な

ど
を
輪
番
制
で
回
し
て
い
き
ま

し
た
。
高
校
の
先
生
た
ち
の
車

を
借
り
上
げ
て
、水
汲
み
車
両
、

情
報
連
絡
車
両
、
緊
急
時
搬
送

車
両
に
し
ま
し
た
。
避
難
所
で

は
、
そ
の
時
い
る
人
や
あ
る
物

で
何
と
か
す
る
と
い
う
臨
機
応

変
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

大
槌
高
校
で
は
大
勢
の
人

が
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
と
食

べ
る
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
の
生

活
が
続
く
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
周

り
を
気
づ
か
い
、
思
い
や
り
の

心
を
も
っ
て
生
活
し
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
ト
ラ
ブ

ル
も
少
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
避
難
所
生
活
で
は
そ
れ

が
一
番
大
事
。
み
ん
な
被
災
者

な
ん
だ
か
ら
自
分
勝
手
な
行
動

は
だ
め
。
み
ん
な
で
協
力
し
て

乗
り
切
る
し
か
な
い
で
す
」

子どもから高齢者まで大
勢の人が身を寄せた避難
所。この時はまだ間仕切
りもない。（大槌町提供）

佐
さ

々
さ

木
き

 亮
りょう

さん
大槌町役場では、災害対応にあたっていた職員
40 人が津波の犠牲になった。役場 OB の佐々
木さんは避難所の責任者を任され、約 800 人の
避難者が集まった避難所を運営した。

大槌高校の避難所で責任者を務めた

思いやりと気づかいが大事
臨機応変な対応が求められる

図
上
訓
練
で
避
難
所
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

日
頃
の
反
復
訓
練
が
大
事

災
害
時
の
避
難
所
運
営
に
関

す
る
研
修
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
御
前
崎
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
主
催
）
が
６
月
18
日
、
市
研
修

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
市
内

の
自
主
防
災
会
役
員
ら
約
１
０
０

人
が
参
加
し
、
図
上
訓
練
「
Ｈ
Ｕ

Ｇ
」
で
避
難
所
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
ん
だ
。

　
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
被

災
し
た
多
く
の
人
が
避
難
所
で
の

生
活
を
強
い
ら
れ
る
。
こ
の
訓
練

で
は
、
年
代
や
性
別
、
負
傷
の
有

無
な
ど
避
難
所
に
来
た
住
民
の
特

徴
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
リ
ー

ダ
ー
が
読
み
上
げ
、
他
の
メ
ン

バ
ー
が
避
難
所
の
体
育
館
に
見
立

て
た
平
面
図
に
ど
れ
だ
け
適
切
に

配
置
で
き
る
か
、
ま
た
避
難
所
で

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
を
模
擬
体
験

で
き
る
。
参
加
者
は
高
齢
者
に
配

慮
し
た
部
屋
割
り
や
倉
庫
の
場
所

を
考
え
る
な
ど
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
運
営
を
学
ん
だ
。

　
こ
の
訓
練
に
参
加
し
た
広
沢
区

の
松
山
昭
博
町
内
会
長
は
「
避
難

所
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
避
難
者
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日

頃
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
を
想

定
し
た
訓
練
を
繰
り
返
し
実
施
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
た
」
と
話
し
た
。

　
広
域
避
難
所
は
自
主
防
災
会
が

運
営
す
る
こ
と
と
な
る
。
多
種
多

様
な
人
が
避
難
し
て
く
る

中
、
適
切
に
運
営
す
る
た

め
に
は
Ｈ
Ｕ
Ｇ
や
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
な
ど
で

繰
り
返
し
対
応
す
る
力
を

養
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

広沢区町内会

松
まつ

山
やま

 昭
あき

博
ひろ

町内会長
自主防災会長として、地区の防災委員と本研修会
に参加。事前準備の大切さを痛感したという。

被
災
地
支
援
で
の
教
訓
か
ら
女
性
の
た
め
の
防
災
の
あ
り
方
を
考
え
る

女
性
の
知
識
と
経
験
が
必
要

避
難
所
で
は
、
不
特
定
多
数

の
人
が
共
同
生
活
を
送
る

た
め
、
多
種
多
様
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
到
底
、
一
筋
縄
で
は
運

営
で
き
な
い
。
ま
た
、
誰
も
が
心

的
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
避
難
所
で

は
、予
期
せ
ぬ
こ
と
も
発
生
す
る
。

東
日
本
大
震
災
の
時
、
避
難
所
で

女
性
や
子
ど
も
が
性
的
被
害
に
遭

い
問
題
と
な
っ
た
。
若
い
女
性
だ

け
で
は
な
く
、
３
歳
の
子
ど
も
が

体
を
触
ら
れ
た
り
、
60
代
の
女
性

が
性
的
暴
行
を
受
け
た
り
し
た
。

誰
も
が
不
安
な
避
難
所

生
活
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
解
決
策
が
求
め
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

全
国
の
被
災
地
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す

る
傍
ら
、
市
内
で
防
災
知
識
の
向

上
を
図
る
た
め
に
講
演
会
な
ど
を

開
い
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
御
前
崎

災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
落
合

美
恵
子
代
表
理
事
は
、「
要
支
援

者
や
子
ど
も
と
い
っ
た
災
害
弱
者

の
不
安
を
少
し
で
も
軽
減
し
た

り
、
性
的
被
害
を
な
く
し
た
り
す

る
た
め
に
は
、
自
主
防
災
会
や
避

難
所
運
営
の
組
織
に
女
性
が
加
わ

り
、
女
性
目
線
の
意
見
が
反
映
さ

れ
る
こ
と
が
一
助
に
な
り
ま
す
。

女
性
は
家
事
や
子
育
て
、
介
護
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
経
験
し

て
い
ま
す
。そ
の
知
識
や
経
験
は
、

避
難
所
運
営
や
自
主
防
災
会
の
活

動
に
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
」
と

話
す
。

　
さ
ら
に
「
今
か
ら
考
え
備
え
な

け
れ
ば
間
に
合
わ
な
い
。
自
主
防

災
会
や
避
難
所
運
営
の
考
え
方
を

変
え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。

NPO法人御前崎災害支援ネットワーク

落
おち

合
あい

 美
み

恵
え

子
こ

代表理事
被災地でのボランティア活動のほか、市内で防
災知識向上に向け講演会も開催している。

男性も女性も大勢参加する防災・減災講座

意見交換しながら避難所のレイアウトを決める参加者

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
す
れ
ば
大
勢
の
人
が
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
す
れ
ば
大
勢
の
人
が
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

岩
手
県
大
槌
町
で
避
難
所
の
責
任
者
を
務
め
た
佐
々
木
亮
さ
ん
の
話
を
聞
き
、

岩
手
県
大
槌
町
で
避
難
所
の
責
任
者
を
務
め
た
佐
々
木
亮
さ
ん
の
話
を
聞
き
、

避
難
所
生
活
を
乗
り
切
る
た
め
の
心
構
え
を
学
ぶ
。

避
難
所
生
活
を
乗
り
切
る
た
め
の
心
構
え
を
学
ぶ
。

避
難
所
生
活
の
実
態
を
知
り
イ
メ
ー
ジ
す
る

避
難
所
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原
則
自
家
用
車
で
避
難

　
万
が
一
、
浜
岡
原
子
力
発
電

所
で
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
よ
う
な
事
象
が
起
き
た
場
合

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
行
動
す

れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
市
危
機
管
理
課
の
水
野
功
太

郎
係
長
は「
市
で
は
原
子
力
災

害
を
想
定
し
た
、『
原
子
力
災
害

広
域
避
難
計
画
』を
策
定
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

放
射
性
物
質
の
放
出
前
に
原
則

自
家
用
車
で
避
難
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
自
家
用
車
で
避
難

で
き
な
い
人
は
、
一
時
集
合
場

所
か
ら
バ
ス
で
避
難
し
ま
す
。

一
時
集
合
場
所
は
、
浜
岡
地
区

が
各
地
区
セ
ン
タ
ー
、
御
前
崎

地
区
が
各
小
学
校
と
な
り
ま
す
。

　
事
故
の
状
況
に
応
じ
て
段
階

的
に
情
報
を
発
信
し
ま
す
が
、

市
内
全
域
の
住
民
に
避
難
指
示

が
出
る
の
は『
全
面
緊
急
事
態
』

に
陥
っ
た
時
で
す
。

　
避
難
す
る
の
に
時
間
の
か
か

る
人
や
避
難
行
動
に
よ
り
健
康

リ
ス
ク
が
高
ま
る
人
、
妊
婦
、

授
乳
婦
、
乳
幼
児
、
安
定
ヨ

ウ
素
剤
が
服
用
で
き
な
い
と
医

師
に
判
断
さ
れ
た
人
、『
警
戒
事

態
』で
保
護
者
に
引
き
渡
し
で

き
な
か
っ
た
園
児
、
児
童
、
生

徒
は
、『
施
設
敷
地
緊
急
事
態
』

の
時
に
避
難
指
示
を
出
し
ま

す
。
こ
の
時
に
は
、
安
定
ヨ
ウ

素
剤
を
含
め
た
非
常
用
持
ち
出

し
品
も
携
行
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
」と
避
難
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
話
す
。

避
難
地
と
経
由
地

　
「
単
独
事
故
の
場
合
は
浜
松

市
が
第
１
避
難
先
、
地
震
と
複

合
的
に
原
子
力
災
害
が
起
こ
り

浜
松
市
に
避
難
で
き
な
い
場
合

は
、
長
野
県
に
避
難
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
に
避
難
す
る
場
合
も

『
避
難
退
域
時
検
査
場
所
』を
経

由
し
、『
放
射
性
物
質
が
放
出
さ

れ
る
前
に
避
難
し
た
証
明
書
』

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
万

が
一
、
避
難
途
中
に
放
射
性
物

質
が
放
出
さ
れ
た
場
合
は
、
避

難
退
域
時
検
査
場
所
で
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
行
い
ま
す
。

汚
染
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
除

染
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
避
難
退
域
時
検
査
場
所
を
経

由
し
た
後
は
、
避
難
先
自
治
体

に
設
置
さ
れ
る
避
難
経
由
所
を

目
的
地
に
避
難
し
ま
す
。
そ
こ

で
避
難
場
所
を
案
内
し
ま
す
。

　
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
服
用
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
市
か
ら
指
示

し
ま
す
の
で
、
各
自
の
判
断
で

服
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」と
避

難
の
要
領
と
注
意
点
を
話
す
。

本
年
３
月
「
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
」
が
修
正
さ
れ
た
。

万
が
一
、
原
子
力
発
電
所
で
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
の
か
。

計
画
策
定
に
携
わ
っ
た
市
危
機
管
理
課
水
野
功
太
郎
係
長
に
話
を
聞
い
た
。

目
に
見
え
な
い
放
射
性
物
質
か
ら
身
を
守
る

避難退域時検査及び簡易除染の実施候補箇所（西方）
候 補 箇 所 避 難 経 路

遠州豊田PA、三方原PA、浜名湖SA、航空自衛隊浜松基地 東名高速道路

遠州森町PA、浜松SA 新東名高速道路

竜洋海洋公園 国道150号

地区ごとの避難先

地区名 避難先1 （原子力災害が単独で発生した場合） 避難先2 （大規模地震や複合災害などで避難先1に避難できない場合） 避難所
避難先 避難経由所 避難先 避難経由所

池新田地区

静岡県
浜松市

浜名湖ガーデンパーク
浜松市西区村櫛町5475-1

長野県松本地域 小坂田公園
塩尻市塩尻町1080

避難
経由所
で案内

高松地区 長野県北アルプス地域 大町運動公園
大町市常盤5638-44

佐倉地区 浜松市渚園
浜松市西区舞阪町弁天島5005-1 長野県松本地域 安曇野市防災広場

安曇野市豊科南穂高803
比木地区 浜松まつり会館北側・遠州灘海浜公園「風車公園」南側駐車場

浜松市南区中田島町1313・1674

朝比奈地区 遠州灘海浜公園「凧場公園」
浜松市南区白羽町2834-1 長野県北信地域 中野市B&G海洋センター

中野市穴田3697-2

新野地区 浜松市渚園
浜松市西区舞阪町弁天島5005-1 長野県松本地域 松本市音楽文化ホール

松本市大字島内4351御前崎地区 浜松まつり会館北側・遠州灘海浜公園「風車公園」南側駐車場
浜松市南区中田島町1313・1674

白羽地区 遠州灘海浜公園「凧場公園」
浜松市南区白羽町2834-1 長野県長野地域 南長野運動公園

長野市篠ノ井東福寺320
※詳細は御前崎市危機管理課発行の「原子力防災広域ガイドマップ」に掲載

御前崎市内全域が「予防的防護措置を準備する区域（PAZ）」。「放射性物質の放出前に避難開始」となる。
避難のタイミング

事 　 例 緊 急 事 態 区 分 P A Z の 防 護 措 置

市内で震度6弱以上の
地震が観測された時など

警戒事態
異常事態の発生、またはそのおそれがあるとき

要配慮者などは避難準備

発電所の全交流電源が
喪失した状態が継続した時など

施設敷地緊急事態
放射線による影響が起こる可能性があるとき

要配慮者などは避難
一般の人は避難準備

原子炉を冷却する
全ての機能を喪失した時など

全面緊急事態
放射線による影響が起こる可能性が高いとき

全市民の避難、
安定ヨウ素剤服用の指示

災
害
発
生

避
難
指
示

一
時
集
合
場
所

避
難
退
域
時
検
査
場
所

避
難
所

避
難
経
由
所

情
報
の
入
手
・
避
難
準
備

避難先自治体

徒歩・
自家用車

原則自家用車

基本的な避難行動

親戚や知人宅などに避難する場合も、市の避難指示により避難を開始する。その際も避難退域時検査場所を経由する。安否確
認のため、避難後には御前崎市へ連絡する。

親戚の家などへ避難する人は？

「放射性物質が放出される前に避難した証明書」が発行される。証明書は避難先で確認となる。万が一、避難途中に放射性物
質が放出された場合には、スクリーニング検査により放射性物質による汚染がないか確認する。必要により除染作業をする。

避難退域時検査場所では何をするの？

長距離・長時間の避難により生命に危険が及ぶと思われる人は、即時避難による健康リスクを踏まえて、市内の放射線防護施
設へ一時的に退避し、避難先の受入準備と適切な搬送体制が整ってから退避する。在宅の人と放射線防護施設ではない社会福
祉施設の入所者は近隣の参集型施設へ介助者と共に避難する。

即時避難では健康リスクのある人は？

避難先での第１目的地。到着後は休息と避難所の案内がある。
避難経由所では何をするの？

県内に設置される避難退域時検査場所を経由して、避難先に設置される避難経由所へ向かう。避難先1は「浜松市」、
避難先1に避難できないときは避難先2の「長野県」へ避難する。

避難先

市危機管理課

水
みず

野
の

 功
こう

太
た

郎
ろう

係長

直接
肌を出さない

服装
避難時の服装

口と鼻をおおうもの
マスクやタオルなど

長袖

手袋・軍手・ゴム手袋

長ズボン

靴下・長靴・運動靴

頭をおおうもの
帽子やフード付上着

レインコート
なども可

原
子
力
災
害

原
子
力
災
害

二次元コードから
避難行動の流れを
確認できる
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比
木
地
区
の
防
災
指
導
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
指
導
・
運

営
す
る
「
御
前
崎
市
防
災
キ
ャ
ン

プ
」
が
、
７
月
29
日
か
ら
30
日
に

か
け
て
比
木
体
育
館
で
開
か
れ
た
。

市
危
機
管
理
課
と
協
働
で
実
施
し

て
い
る
取
り
組
み
で
、
本
年
度
は
、

静
岡
大
学
学
生
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
も
連
携
し
て
行
わ
れ
た
。

　

同
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
市
内
の
小

学
５・６
年
生
10
人
が
参
加
。
子
ど

も
た
ち
は
、
消
火
器
や
可
搬
ポ
ン

プ
で
の
消
火
体
験
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
し
た
救
急
救
命
活
動
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
災
害
時
に

お
け
る
知
識
や
技
術
を
学
ん
だ
。

　
同
キ
ャ
ン
プ
を
主
催
す
る
比
木

地
区
セ
ン
タ
ー
の
萩
原
弘
充
セ
ン

タ
ー
長
は
、「
大
規
模
地
震
が
発

生
す
れ
ば
、
誰
も
が
被
災
者
に
な

る
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
乗
り
越
え
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
子

ど
も
の
防
災
力
を
高
め
る
機
会
は

少
な
く
、
防
災
に
関
す
る
基
礎
的

な
知
識
や
技
術
を
培
っ
て
も
ら
う

た
め
に
こ
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

地
域
の
一
員
と
し
て
責
任
や
誇
り

を
持
ち
、
助
け
ら
れ
る
側
で
は
な

く
、
助
け
る
側
と
し
て
活
動
す
る

心
構
え
と
姿
勢
も
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
」
と
活
動
の
経
緯
を
話
す
。

　

さ
ら
に
、「
防
災
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ

に
何
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
災
害
時
に
は
こ
れ
が
必

要
な
ん
だ
と
学
ん
で
、
こ
れ
か
ら

知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
の

災
害
対
応
能
力
が
向
上
す
れ
ば
、

防
災
キ
ャ
ン
プ
で
災
害
時
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
学
ぶ

助
け
る
側
の
人
に
な
っ
て
ほ
し
い

避難所運営ゲーム「HUG」に取り組む子どもたち

地
域
の
防
災
力
も
上
が
り
ま
す
。

今
後
も
災
害
時
に
必
要
な
知
識
や

技
術
習
得
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

と
期
待
を
込
め
る
。

　
災
害
時
は
、
子
ど
も
に
も
「
災

害
を
乗
り
越
え
て
生
き
抜
く
力
」

が
求
め
ら
れ
る
。
老
若
男
女
関
係

な
く
被
災
者
に
な
る
か
ら
だ
。
そ

の
力
を
養
う
た
め
に
は
、
子
ど
も

へ
の
防
災
教
育
は
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
繰
り
返
し
が
、
地
域
全
体
で

災
害
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
。

水消火器を使った消火訓練で、
消火器は 10 秒しか使えない
ので、大きな火災には向いて
いないと教えてもらいました。
これからも防災について学ん
でいきたいです。くん

これからも防災のことを
学んでいきたい

酒
さか

井
い

 楓
ふう

來
らい

（上岬区）

AED の操作方法を覚えまし
た。避難所運営ゲーム HUG
では、避難者を配置する難し
さを知りました。避難所生活
になったら運営のお手伝いを
します。くん

災害が発生したときは
人助けをしたい

松
まつ

本
もと

 鉄
てっ

平
ぺい

（桜ヶ池）

「
災
害
時
、
中
学
生
は
、
自

分
よ
り
下
の
年
齢
の
子

ど
も
を
守
る
立
場
で
も
あ
り
ま
す

し
、
避
難
所
生
活
な
ど
で
高
齢
者

や
大
人
の
支
え
に
も
な
る
立
場
で

す
。
自
分
の
命
を
自
分
で
守
っ
た

後
は
、
周
囲
の
人
を
助
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」

　
同
校
の
１
年
次
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
は
、「
ふ
じ
の
く
に
ジ
ュ
ニ

ア
防
災
士
養
成
講
座
」
が
含
ま
れ

て
い
る
。
自
分
で
自
分
の
命
を
守

り
、
家
庭
や
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る
中
学
生

を
育
成
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　
さ
ら
に
、
３
年
次
に
は
分
野
を

選
択
し
て
調
べ
学
習
を
す
る
中
に

防
災
を
組
み
込
ん
で
い
る
。
生
徒

は
、
現
状
や
今
後
の
対
策
な
ど
を

考
え
、
全
体
の
前
で
発
表
す
る
。

　
太
田
教
頭
は
「
１
年
・
２
年
次

に
防
災
に
関
す
る
知
識
を
深
め
、

３
年
次
に
は
自
分
の
考
え
を
発
信

す
る
。
こ
う
し
た
継
続
的
な
教
育

が
、
防
災
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
意

欲
の
向
上
や
行
動
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
」
と
話
す
。

継
続
的
な
学
習
が
防
災
を
学
ぶ
意
欲
と
行
動
に
つ
な
が
る

教
育
で
防
災
を
日
常
に
す
る

３年生の授業では、災害時に何をすべきか考え発表した

　
実
際
、
防
災
に
つ
い
て
学
習
し

た
生
徒
た
ち
は
、
家
庭
内
で
災
害

時
の
行
動
を
再
確
認
し
た
り
、
９

月
に
発
生
し
た
静
岡
市
清
水
区
の

浸
水
被
害
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
り
し
て
い
る
と
い
う
。

　
地
域
の
実
態
を
知
り
、
災
害
へ

の
備
え
方
や
対
処
方
法
を
学
ぶ
防

災
教
育
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

発
生
が
危
惧
さ
れ
る
こ
の
地
域
に

生
ま
れ
育
つ
子
ど
も
た
ち
に
は
、

必
要
不
可
欠
な
教
育
だ
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
太
田
教

頭
は
「
子
ど
も
が
防
災
の
勉
強
を

し
て
、
家
庭
で
話
し
た
り
取
り
組

ん
だ
り
す
れ
ば
、
保
護
者
も
意
識

し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
家

庭
の
防
災
力
が
向
上
し
ま
す
。
ま

た
、
防
災
意
識
の
高
い
生
徒
た
ち

が
大
人
に
な
り
、
や
が
て
親
に
な

れ
ば
そ
の
子
ど
も
も
防
災
意
識
が

高
く
な
る
。
そ
の
好
循
環
は
、
防

災
が
生
活
の
一
部
に
な
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
学

習
が
ま
ち
全
体
の
防
災
力
向
上
に

向
け
た
一
石
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い｣

と
防
災
教
育
へ

の
効
果
と
可
能
性
を
話
す
。

家族でハザードマップを確認
して、危険な場所をあらかじ
め把握することが大切だと感
じました。災害時には生きる
ことを最優先して行動したい
と思います。

知識や準備で備え
周囲の人の命を守る

殿
との

岡
おか

弘
こう

一
いち

郎
ろう

さん
（新野西）

想定を過信してはいけないと
感じました。学習後は自分た
ちの命を守るために、食料を
１週間分用意したり、災害時
の避難場所や集合場所を家族
で再確認したりしました。

災害から命を守るため
家族で備えを再確認した

藤
ふじ

原
わら

 未
み

有
ゆ

さん
（合戸）

学校や地域で防災教育が展開されている。「災害を乗り越えて生き抜く力」
を身に付けた子どもたちは、いずれ地域防災の一翼を担うようになる。
大人になり、親となればその子どもへと知識や技術は伝承され、
いずれは、まち全体で防災が日常の一部となっていく。
地域全体の防災力向上のために防災教育は欠かせない。

子どもの防災意識と災害対応能力を向上させる

比木地区センター長

萩
はぎ

原
わら

 弘
ひろ

充
みつ

さん
平成 29 年に比木公平成 29 年に比木公
民館長就任。地区住民館長就任。地区住
民のための活動を企民のための活動を企
画運営する。画運営する。

浜岡中学校

太
おお

田
た

 静
しず

男
お

教頭
令和３年度に浜岡中令和３年度に浜岡中
学校へ赴任。生徒と学校へ赴任。生徒と
学校を光り輝かせる学校を光り輝かせる
ため尽力する。ため尽力する。

防災教育
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―
普
段
か
ら
地
震
が
発
生
し
た

場
合
の
行
動
を
家
族
で
話
し
合
っ

て
い
ま
す
か
。

　
伸
介　
私
た
ち
家
族
は
、
両
親

共
働
き
、
長
男
は
牧
之
原
市
の
高

校
、
次
男
は
中
学
校
と
、
生
活
の

大
半
を
送
る
場
所
が
み
ん
な
違
い

ま
す
。
親
が
い
つ
も
そ
ば
に
い
る

と
は
限
ら
な
い
の
で
、
子
ど
も
た

ち
に
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
、「
地
震

が
発
生
し
た
ら
机
の
下
に
潜
っ
た

り
、
布
団
を
被
っ
た
り
し
て
自
分

の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
し
な

さ
い
」
と
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　
三
嘉
子　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な

ど
で
津
波
浸
水
区
域
や
危
な
い
場

所
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
異
な
る
場
所
で
被
災
し
、
携

帯
電
話
な
ど
が
使
え
ず
連
絡
が
取

れ
な
く
な
っ
て
も
、
避
難
先
で
合

流
で
き
る
よ
う
に
、
地
震
が
発
生

し
た
ら
高
台
の
白
羽
小
学
校
か
白

浜
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
に
避
難

し
よ
う
と
決
め
て
い
ま
す
。

　

大
地　
テ
レ
ビ
で
地
震
速
報
が

流
れ
た
ら
、
必
ず
家
族
み
ん
な
で

震
源
地
や
揺
れ
の
強
さ
、
津
波
発

生
の
危
険
性
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
―
地
震
に
備
え
、
家
族
で
備
え

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
伸
介　
地
震
発
生
後
、
す
ぐ
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
、
非
常
持
ち

出
し
袋
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
玄
関
に

準
備
し
て
い
ま
す
。貴
重
品
類
は
、

す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
ま
と

め
て
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
三
嘉
子　
家
族
４
人
７
日
分
の

食
料
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
防
災

の
た
め
に
特
別
な
も
の
を
用
意
す

る
の
で
は
な
く
、
普
段
の
生
活
の

中
で
利
用
し
て
い
る
食
品
な
ど
を

備
え
、
賞
味
期
限
を
考
え
て
古
い

も
の
か
ら
消
費
し
、
そ
の
分
を
買

い
足
す「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

海
星　

家
具
は
、
壁
や
天
井

と
固
定
し
、
食
器
棚
に
は
扉
が
開

い
て
物
が
散
乱
し
な
い
よ
う
に
ス

ト
ッ
パ
ー
を
つ
け
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
外
に
も
、
家
の
至
る
所
に
懐

中
電
灯
を
用
意
し
た
り
、
家
族
全

員
が
枕
元
に
懐
中
電
灯
と
サ
ン
ダ

ル
を
置
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
大
地　
私
は
、
牧
之
原
市
の
高

校
に
自
転
車
で
通
っ
て
い
ま
す
。

入
学
時
、
登
下
校
中
に
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
ど
こ
に
避
難
す
れ

ば
よ
い
の
か
、
ど
の
道
順
で
自
宅

に
帰
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
ま
し

た
。
現
在
も
通
学
中
は
、
常
に
避

難
経
路
看
板
な
ど
を
確
認
し
、
い

ざ
と
い
う
と
き
す
ぐ
に
避
難
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
海
星　
自
宅
か
ら
避
難
場
所
ま

で
歩
く
と
約
10
分
か
か
り
ま
す
。

そ
の
経
路
の
中
で
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
塀
が
劣
化
し
て
い
て
、
倒
壊
の

危
険
性
が
あ
る
と
こ
ろ
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

伸
介　
「
わ
た
し
の
避
難
計
画
」

を
使
っ
て
、
自
宅
に
い
る
と
き
や

職
場
・
学
校
に
い
る
と
き
、
登
下

校
し
て
い
る
と
き
に
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
ど
こ
に
避
難
す
る
の

か
再
確
認
し
ま
し
た
。
大
地
の
高

校
入
学
時
に
、
避
難
場
所
や
集
合

家
族
防
災
会
議

両
親
が
仕
事
で
留
守
、
子
ど
も
が
一
人
で
家
に
い
る
時
に
地
震
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

大
規
模
災
害
時
に
困
ら
な
い
た
め
に
も
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。

増
田
伸
介
さ
ん（
白
浜
区
）
親
子
の
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

場
所
を
決
め
ま
し
た
が
、
改
め
て

そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
場
所
な
ど
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　
―
地
震
の
被
害
を
抑
え
る
た
め

に
ど
ん
な
行
動
を
と
り
ま
す
か
。

ま
た
ど
ん
な
対
策
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
か
。

　
大
地　
津
波
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
は
時
間
が
勝
負
な
の
で
、
と

に
か
く
早
く
準
備
を
し
て
高
台
に

避
難
し
ま
す
。

　
海
星　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携

帯
電
話
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を

使
っ
て
、正
し
い
情
報
を
収
集
し
、

自
分
た
ち
の
命
を
守
る
行
動
を
し

ま
す
。

　
三
嘉
子　
家
具
な
ど
は
、
万
が

一
倒
れ
て
も
ド
ア
な
ど
を
塞
が
な

い
よ
う
配
置
を
工
夫
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
、
少
し
ず
つ
見
直
し
て
い

き
ま
す
。

　
伸
介　
日
頃
か
ら
家
族
団
ら
ん

の
時
間
に
災
害
に
関
す
る
話
を
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
で
も
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
災
害
は
特
別
な
も
の
で
は
な

く
、
身
近
な
も
の
と
い
う
認
識
を

持
ち
、「
備
え
は
常
に
」
と
い
う
意

識
の
も
と
、
防
災
を
家
族
全
員
が

生
活
の
一
部
に
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

もしもの時を想定して「わたしの避難計画」を作成しよう

災
害
時
に
家
族
が
一
緒
に
い
る
と
は
限
ら
な
い

　いざという時の避難に役立ててもらおうと、本年３月に静岡県が作成したもの。
各市町の自然災害に特化した内容となっている。
　前もって、「わたしの避難計画」を作成し、目のつく場所に貼っておくことで、　
身の回りの災害リスクに備えて、「どのタイミング」で「どこに」避難するか、あら
かじめ整理することができる。様式は、静岡県庁のホームページからダウンロード
できる。http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/seisaku/watahina.html ローリングストックをすることで

常に家族４人７日分の食料を確保
あらかじめヘルメットと非常持ち
出し袋を玄関に準備

地震の揺れで食器が飛び出ないよ
う食器棚にストッパーを設置

増
田
さ
ん
家
族
の

防
災
に
対
す
る

取
り
組
み
を
紹
介

伸
しん

介
すけ

さん／会社員、三
み

嘉
か

子
こ

さん／公務員、大
だい

地
ち

さん／高校１年生、
海
かい

星
せい

さん／中学３年生
写真：防災ハザードマップで避難経路や避難場所を検討する増
田さん家族。左から伸介さん、大地さん、海星さん、三嘉子さん

●増田伸介さん親子
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夜、寝ているときも 赤ちゃんのいる家庭では

非常持ち出し品・備蓄品は一例

　近年は、アウトドアを楽しむ
人がとても増えました。当キャ
ンプ場も週末になれば家族連
れや一人でキャンプを楽しむ
人でにぎわっています。
　キャンプは、ライフライン
の限られた中で野外生活を楽
しむものですが、それが災害
における避難生活の訓練にも
つながります。キャンプのた
めに買いそろえた道具は、そ
のまま災害時に避難生活を送
るための道具に利用できます。
　子どもも一緒にナイフを使っ
て料理したり、火をおこした
りすれば子どもの防災教育に
もつながります。楽しみなが
らキャンプをすることで、い
つの間にか生きる力と知恵が
身につきます。

災害時に役立つツール
□クッカー（野外用調理器具）
□バーナー
□ナイフ
□マルチツール
□ランタン
□ソーラーバッテリー
□たき火台・ウッドストーブ
□テント
□タープ
□ロープ
□寝袋
□ウエア

キャンプは
日常でできる

避難訓練

RECAMP御前崎

安
やす

田
だ

諒
りょう

太
た

郎
ろう

さん

非常持ち出し品

 □ ナイフ・かんきり

 □ 携帯ラジオ  □ 懐中電灯  □ 予備の乾電池

 □ 筆記用具・ノート 
（油性ペンなど）

 □ 雨具  □ 毛布または寝袋  □ リュックサック

 □ スプーン・はし・ 
カップ

 □ 下着・くつ下  □ 救急薬品・常備薬

 □ ヘルメット・ 
防災頭巾

 □ 非常食（3日分）  □ 飲料水  □ ライター・マッチ

 □ 生理用品  □ マスク  □ 消毒液  □ 体温計

 □ 現金（硬貨も）  □ タオル  □ ティッシュペーパー 
トイレットペーパー

 □ ビニール袋

 □ 手ぶくろ

備蓄品

 □ ロープ  □ ビニールシート 
（敷いたり雨よけ）

 □ 布製 
ガムテープなど

 □ 簡易トイレ □ 飲料水  □ 食料品  □ 衣類  □ 卓上コンロ（ボンベ）
1人あたり

1日3ℓの水を3日分
7日分：うち調理不要の

非常食3日分程度
季節に応じ

ジャンパーなど

あると便利な物

 □ ウェットティッシュ  □ ラップ類 □ 保険証・ 
免許証のコピー

 □ 笛（ホイッスル）

 □ バイク・自転車  □ ヘッドライト  □ LED 
ランタン

 □ ポータブル 
ストーブできればノーパンク仕様

 □ ウォーター 
タンク

 □ バール・ジャッキ  □ テント  □ 防寒シート

 □ 携帯用カイロ  □ モバイル 
バッテリー

 □ アイマスク
 □ 耳栓

ミルク、哺乳ビン、離乳食、スプーン、オムツ、
清浄綿、おぶい紐、バスタオルまたはベビー
毛布、ガーゼまたはハンカチなどを追加。

非
常
持
ち
出
し
品・
備
蓄
品

家
庭
に
お
け
る
非
常
持
ち
出
し
品
・
備
蓄
品
は
、非
常
持
ち
出
し
袋
な
ど
に
入
れ
て
、い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
場
所
に
置
い
て
お
こ
う
。

「
わ
が
家
の
非
常
持
ち
出
し
品
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
、
定
期
的
に
点
検
し
て
お
け
ば
い
ざ
と
い
う
時
に
困
ら
な
い
。

少
し
多
め
に
食
材
や
加
工
食
品
を
買
っ
て
お
き
、
消
費
し
た
ら
使
っ
た
分
だ
け
買
い
足
し
て
、
一
定
量
の
食
料
を
家
に
備
蓄
し
て
お

く
と
い
う
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」
も
、
災
害
時
の
食
料
確
保
の
た
め
に
は
有
効
だ
。

枕元などの身近な所に懐中電灯、ラジオ、靴、
またはスリッパなどを置いておけば、割れた
ガラスなどでケガをしない。
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新
時
代
の
防
災
術

皆
さ
ん
の
ご
く
身
近
に
、
災
害
対
策
に
う
っ
て
つ
け
の
ア
イ
テ
ム
が
あ
る
こ
と
に
お
気
づ
き
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）」。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
小
型
の
情
報
端
末
機
で
、

災
害
情
報
の
収
集
、
避
難
場
所
の
検
索
、
家
族
や
友
人
と
の
連
絡
、
安
否
情
報
の
確
認
な
ど
が
可
能
だ
。

携帯の切り抜き

▲友だち登録

LINE 株式会社が提供するソーシャル・ネットワーキング・サービス (SNS)
「LINE」。今や国民の７割にあたる 9,200 万人が利用しているといわれてい
る。このアプリは、東日本大震災をきっかけに開発されたコミュニケーショ
ンアプリで、メッセージを見たことが分かる「既読」機能や「位置情報送信」
など、災害時の安否確認に便利な機能がたくさんある。

家族などの複数人と同時にやり取り
できるグループトークは、安否確認
や緊急連絡網に最適。

▶グループトーク

GPS機能を使えば、今自分がどこに
いるのか、位置情報が住所や地図付
きで送信される。

▶位置情報送信

大切な情報を画面上部に固定するア
ナウンス機能で、メッセージを目に
付きやすくすることができる。

▶アナウンス

プロフィールに表示されるステータ
スメッセージで、自分の現状を知ら
せることができる。

▶ステータスメッセージ

LINE利用者同士であれば無料通話
ができる。ビデオ通話で顔を見なが
ら話すことも可能。

▶無料通話

避難場所や備蓄品などの情報をノー
トに記録し、家族と情報共有するこ
とができる。

▶ノート

大規模災害時に自動的にLINEユー
ザーに通知が届き、安否状況をタイ
ムラインに投稿できるサービス。

▶LINE災害連携サービス

スマホ防災活用術 1

東日本大震災を契機に開発されたアプリ
日常から使いこなして災害時に生かそう

▲アナウンス機能／固定したいメッ
セージを長押しすると上記の画面が
表示される。アナウンスを選択して
固定する。
▶位置情報送信／文字入力部分の左
側にある「＋」をタップすると上記の
画面が表示されるので、位置情報を
選択して送信する。

▲災害時に返信できなくても既読が表示
されれば生存確認はできる。

スマホ防災活用術 3

災害時に設置される無料 Wi-Fi
「00000JAPAN」

被災地だけに臨時解放される無料の公衆無線
LAN。スマートフォンの Wi-Fi 画面のネットワー
ク一覧から、「00000JAPAN」を選んで接続する
だけで利用可能になる。

スマホ防災活用術 4

スマホがあればラジオも聴ける
懐中電灯としても利用できる

ラジオを持っていなくても、スマホアプリを利用
することで、ラジオを聴くことができる。ＮＨＫ、民放、
コミュニティＦＭの全てを聴く
ことができるので、いざという
時のためにインストールしてお
こう。

スマホの背面にあるライト
はかなりの明るさがある。災
害が夜間に発生した際に懐中
電灯がなくても、スマホがあ
れば代用可能だ。

スマホ防災活用術 5

官公庁からの情報を収集
いち早く情報をキャッチ

Twitter（ツイッター）でも情報が配信される。
公的機関やマスメディアをフォローして、災害時
に信頼できる情報を収集しよう。

災害時は、デマや真偽
不明の情報も流れてくる
ので、その情報に振り回
されないように気をつけ
ることが重要だ。

御前崎市役所  @OmaezakiCity
気象庁防災情報  @JMA_bousai
内閣府防災  @CAO_BOUSAI
首相官邸（災害・危機管理情報）  @Kantei_Saigai
総務省消防庁  @FDMA_JAPAN
国土交通省  @MLIT_JAPAN
警視庁警備部災害対策課  @MPD_bousai
防衛省・自衛隊（災害対策）  @ModJapan_saigai
首相官邸（被災者応援情報）  @kantei_hisai
内閣府原子力防災  @CAO_GENBOU
NHK生活・防災  @nhk_seikatsu

公的機関のアカウント

スマホ防災活用術 6

安否情報を音声で録音・確認
災害用伝言ダイヤル「１７１」

災害の発生により、電話がつながりにくい状況
になった場合に提供が開始される「声の伝言板」。 

「１７１」に電話をかけることで伝言を録音・再生
することができ、安否確認ができる。
録音▶①「１７１」に電話をかけ、「１」を押す。

②自分の電話番号を入力し、「１」を押す。
③ 30 秒以内で内容を話し最後に「９」を
　押す。
①「１７１」に電話をかけ、「２」を押す。
②相手の電話番号を入力し、「１」を押す。
③伝言が再生される。

再生▶

覚えておきたい情報

同報無線確認ダイヤル
同報無線から流れる放送などを聞き逃した場合は場合は、

「０５３７－８５－１１７９」に電話すれば、放送内容放送内容
を聞き返せる。※聞き返せる内容は直近の放送のみ。

覚えておきたい情報

公式 LINE の災害情報
市公式 LINE の「災害・コロナ情報」ペー

ジでは、災害時の緊急情報や防災マップ、
避難所の場所などを確認できる。

覚えておきたい情報

御前崎市防災メール
登録者に地震情報や津波警報、気象警報などが自動配信されるサー

ビス。omaezaki-entry@tokyoanpi.sbs.-infosys.com へ空メールを
送信すると返信メールが届く。メールに記載されたURLから登録する。

スマホ防災活用術 2

災害発生時に設置される
災害用伝言板

携帯会社が災害時に設置する「災害用伝言板」。
安否情報を登録・確認できるサービスだ。ドコモ、
au、ソフトバンク、NTT が提供しており、各社
の情報は連携しているため、どの伝言板からも確
認できる。※ドコモは「ｄメニュー」からも可能。

インターネットを使用
できる全てのユーザー
が使用できます。

ドコモ au ソフトバンク NTT東日本・西日本

災害用キット au災害対策 災害用伝言板
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進
化
す
る
災
害
対
応

　
日
本
国
内
で
は
、
例
年
で
は
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
異
常
気
象
が

頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
市
で
も
本

年
９
月
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
起
き

て
い
な
か
っ
た
、
突
風
に
よ
る
被

害
が
発
生
し
、
中
原
区
で
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
幸
い

な
こ
と
に
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
過
去
の
災
害
事
例

か
ら
は
予
測
も
で
き
な
い
よ
う
な

災
害
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
日
々
、
災
害

対
応
や
災
害
に
対
す
る
考
え
方
の

見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
情
報
と
し
て
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
」
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
新
た
な
知

見
や
デ
ー
タ
が
加
味
さ
れ
、
対
策

に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
多
種
多
様
か
つ
激
甚
化
す
る
災

害
に
対
し
、
行
政
は
市
民
を
守
る

た
め
の
防
災
対
応
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。市
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
市
民
を
対
象

と
し
た
講
演
会
を
は
じ
め
、
各
地

区
で
の
説
明
会
や
講
習
会
、
市
内

の
小
学
生
や
中
学
生
を
対
象
と
し

た
防
災
学
習
の
実
施
、
防
災
指
導

員
の
設
置
、
市
内
外
の
事
業
者
と

防
災
面
で
の
協
定
締
結
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ハ
ー
ド
面
で
は
避
難
路

の
整
備
、避
難
誘
導
看
板
の
設
置
、

津
波
避
難
困
難
地
域
を
解
消
す
る

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
、
津
波

避
難
救
命
艇
の
設
置
、
事
業
者
の

避
難
階
段
設
置
に
対
し
補
助
金
を

交
付
す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
の

対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

自
助
と
共
助
を
充
実
さ
せ
る

　
行
政
も
全
て
に
対
応
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
災
害
時
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
同
様
、
職
員
も

被
災
者
と
な
り
ま
す
。
消
防
署
の

職
員
も
す
ぐ
に
救
助
に
い
け
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
ま
ず
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
と
い
う
心
構
え
と
災
害
時
に

向
け
た
事
前
の
対
策
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
時
は
助
け

合
っ
て
生
き
延
び
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
自
身
の
命
が
助
か
っ
た

後
は
、
隣
近
所
の
人
を
救
助
・
救

出
し
て
い
た
だ
く
、
困
っ
て
い
る

人
が
い
れ
ば
手
を
差
し
伸
べ
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
顔
の
見
え

る
関
係
性
を
築
い
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
行
政
で
は
、「
自
助
と
共
助
」
の

連
携
が
深
ま
る
よ
う
、
ソ
フ
ト
面

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

官
民
が
連
携
で
き
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
に
一
層
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、「
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
。
家
族
の
命
は
家
族
で

守
る
。
市
か
ら
の
指
示
を
待
つ
の

で
は
な
く
、
助
か
る
行
動
を
実
践

す
る
」
と
い
う
意
識
の
啓
発
も
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
の
危
機
管
理

大
規
模
災
害
時
、
行
政
に
は
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

災
害
対
策
本
部
長
の
栁
澤
重
夫
市
長
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
を
聞
く
。

【
取
材
を
終
え
て
】

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
叫

ば
れ
続
け
数
十
年
が
た
つ
。
科
学

的
な
知
見
で
も
明
ら
か
な
と
お

り
、
必
ず
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
起

こ
る
。
そ
れ
も
「
明
日
」
起
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
、
大
災

、
大
災

害
を
乗
り
切
る
た
め
の
心
構
え
や

の
心
構
え
や

備
え
が
、
今
の
私
た
ち
に
で
き
て

で
き
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

　
私
た
ち
は
昔
か
ら
自
然
の
恩
恵

を
受
け
て
生
き
て
き
た
。
こ
の
ま

ち
で
自
然
の
恵
み
を
受
け
な
が
ら

将
来
も
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
く
に

は
、
時
に
自
然
が
も
た
ら
す
災
い

を
や
り
過
ご
す
た
め
の
準
備
や
取

り
組
み
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
必
要
不
可
欠
な
防
災
対
策
で
あ

り
、「
心
得
」
と
言
え
る
。

　
い
つ
起
き
る
か
、
ど
ん
な
規
模

で
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
も
の
に

備
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、

「
意
識
（
心
）」
が
変
わ
れ
ば
行
動

が
変
わ
り
、行
動
が
変
わ
れ
ば
「
結

果
（
大
災
害
か
ら
生
き
延
び
る
こ

と
が
で
き
る
：
得
）」
が
変
わ
る
。

　
自
分
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る

た
め
に
も
、
御
前
崎
で
生
き
て
い

く
た
め
の
心
得
を
実
践
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
。

【
取
材
協
力
】
御
前
崎
災
害
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

下岬海岸に設置された津波避難艇

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す

御前崎市長御前崎市長

栁栁
やなぎやなぎ

澤澤
さわさわ

  重重
しげしげ

夫夫
おお

激
甚
化
す
る
災
害
に

激
甚
化
す
る
災
害
に

対
応
を
求
め
ら
れ
る
防
災
対
策

対
応
を
求
め
ら
れ
る
防
災
対
策

自
助
と
共
助
の
体
制
強
化
と

自
助
と
共
助
の
体
制
強
化
と

官
民
連
携
に
注
力
す
る

官
民
連
携
に
注
力
す
る
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